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の縮小と収敛，そこにおける時間的，绝間的特徴はまさに，このような生産の最適規模の成立の過

祝を物畝るものである。最も平くこの现象が生ずるのはやはり消费市場たる城下町に锻も近く交通
, • . . . . .  . . .

便利な詉訪湖周辺の平坦部であり， とれに対レて最もおそいのは市塢から最も遠いY 地丨ざの奥部で 

ある。農業生産に，商品生産としての性格が導入され，それに伴って農民が経済的に行動するよう

，になれば，「経済社会化j が進行する。農尻め世帯規模も， それに対応して最適なものへと収斂現
.....- . . . . . . . .

，象が生じたのであろう。勿論ここでは，世带規換4. 0 〜4 .  5 人が何故農業生.產の規模として最適で 

あるのか丨こついては何も物語ってはくれない。 これはおそらく地形や土壤の質，土地の広さ,天 

候 • 気温といった自然的条件，作物の種類, 雜の支配制度,市場の性質といった社会的条件の組み 

合わせの内で決定されたものセ'あろう。ぞれ故, この数値は全_ 一律のものではありえな(い。しか
, ■ . - > • > i.； ■ '■.

しある数値への集中は地域ごとに見出すことができるということをョリ疰目ずベぎであちう。

' 说在，わが国では，徳川時代の小農丨1  立或いは単婚小家族め，般的成驾を幕藩制の体制的要求と 

してとらえる:見方がある。そしてこれを実現する手段として検地をおくめであ;る。たしかに初期に 

おいて領主の発した条令には明らかに小農向立を領主■が望んでいたことを裏付げるに十分な表現 

を上みとることができる。しかし，そのことに現実而での向立をいきなり短絡すべきではない。一 

栩の農奴解放とでもいうべき小農自立が， 領主侧の意図によつて生Uたとずるためには， |=i立を炎 

现させる具体的な手段が見出されなくてはならない。しかし，このよ.うな辦突は未だ見出されず， 

今後も见出されることはないであろう, それよりも，筆者は領生側の意図如何に拘わらず，小家族 

化は進行していたとみる。領主の意図はこのような事実を背景としてのみ理觭できる。すなわち， 

これは農村の経済社会化に伴う現象であり，f 往の小農 |f |立政策め結果で'はない。頜主の政策が小
■ .

家族化に丨乍用し存とすれば, それは兵農分離に伴う城下町の形成とか，年貢の米納•貨幣納への統
■ . . .  . . .  ； 1 ：

一に伴う,経済循環の強制的創出という間接的0 響である„ 近世初頭の領主は，小農自立を望ましい

状態として抽象的には意図しえたとしても，それを実現させるべき有効で具体的な手段は校ってい

なかったとするのが至当な解釈ではあるまいか。この問題は，本論文の主旨からすればむしろ副次

的なものであるが，かつて筆者も論及し，今なお決着のつかない「太閤檢地論争j どの関浊という

ことからここに示した次第である。 , s

. 〔補記〕 本論文作成に当っては，共同作業を行った研究グループの諸氏，本塾大学院の禅本洋哉，

似頭宏両君および特に内UI宣子さんの努力に命うとこる多い。

注（1(5)この言葉につい弋は速水融r日 本 経 済 史 へ の 第 一 ，二章をみよ。

,(17)たとえば，1820— 70年の闕嵬地方の169力村,では平均世带規模は5.4 (财，村並本郎> 村明細帳の铒究j より 

測定) . 1820— 30印の越前国大财邡152力村では5.1 (佐久高士福T越前国杂H 人別‘御改財“ 1〜3 より測矩) 

と，饊訪地方より1'人前後高くなっている.

一— ■*" 46 (1100) •—_

m m amiMiw 啪 鼸 舶 挪 面 _ 飾 船  rimmiii 龍

集

^B
2

 

報

巾

t
ぐ
 

f

;!E
^

r

F
 M
tr

T 
ダ
0

^
レ
7
,い
が

;1
*
パ
2

..if g . J .如 ス V ' A j h  “ミく ぬ7̂  孓 よ 教 匕 し 代 洗 ，を专份?5承̂•今冬? はS t V U 以̂ ■ Atfci以 产户ぐ a  朽̂

近 世 前 期 に お け る 百 姓 夫 役 と 家 中 普 請 役

一 一 美濃国大垣藩領を事例とし て 一  -

; . • ■ ■ ■ '

• く . . . . . . . .  : . . . . . . .

、 安 澤 秀

• 1 美濃国大衍藩戸田坨<0農政志向

2 夫役代米納制以前の夫役と役家 .: '■
3 役代米热制以-の諸役負担 ■

4 _ 姓夫役

5 家中普請役 ： ■

• . . .

I 美濃国大垣藩戸昍氏の農政志向
'■ ; - ' ' , •: …

•. .  ' .... .- , ',

舉州尽崎藩五万石を領していた譜代大名芦田圾轉は，寛永 I 2 年 (1 6 3 5 ) ,美濃国石沖: * 多劳•不 

破 • 安八 • 池田 • 大野 . 本巢の7 郡の内で十万石を与えられ，大垣城に入った
r - ； ...... • . ' . . ■ ' - . . ■ ■ ■ .

戸田氏錬は寛永13、年 3.月 2 日に， 領国め庄屋• 惣百姓に対し三種の法度書を下して， その農政 
, . _  .. . (2) .

O基:本方向を示した。その一は23 ヶ条からなる郷中法度書である。そしてこの法度■の第〗7条に，

「訴人仕丨岗者ニ被下候御褒美之書付，并走百姓之御法度書いづれも別紙に申婢候す}:」とある別紙が,

そのニと三に当る。 / ， レ '  ’

郷中法度書2 3 ヶ条を镩单に紹介しておこう„

箩 1 奪は切犮丹とま賊について申告せよとのベ，前？丨の第17条と関連する条項である。

第 2 条から第5 条までと， 第 I5 条 . 第 I9 条 . 第 2 3条吐家中と百姓との関係を規定している。 

すなわち, 第 2 条 は 「御奉公人衆は不及中，従者以下に至迄」，無手形で柱々へ赴き，法度に赀い_ 

て恣意の言動があれば申告せよとのべ, 飨 3 条 は 「御代官衆好御給人衆」が在々において人馬を無 

手形で使搜することを禁じ, 第 4 条 は 「御代官衆諸奉行衆」に対し，礼破/を赠ること:を禁じている。

第 1 5条は訴訟の際，百姓たちが，「諸奉公人衆」ビ請託することを-幾じ， 鎗 1 9条 で 「御代宵」は
.— . _  —  . ' ■ ' 1 . _ : . . —  . . . . . .  . . . . . . . .

注（1 ) 大担藩主戸丨丨丨氏糾の市績については, 拙稿「癸濃国大坦藩藩法典r矩帳』成立考j 法学跅究33卷9 号_ 丨35を 

みられたい。また「大垃市史j (伊藤信執維）昭和5年発行, 岐阜県教宵会篇.「濃；i 阿国迪史j 大圯13午刊の 
2著が詳細である”  . . '

(2 ) 大姐藩地方雑記第2 8 「御入_ 始而郷中へ御法度_ 之 j 小好武炎編日本啟出史料聚料#  9 卷 176-8 J i , 以 

卞り丨用の際ぼ「雑記j と略十, _ V
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押乂 がjふ父?̂ 从す桃yj谷?氏げ私む私ぃ於况ミリゼ從

ー尔かわりに交咎するとしている。 さいごのm 23条 は 「御給人衆并ニ代赏衆• 郡奉行，典外役力 

衆」が支配下にある苗姓に代行させて「万売贸」することを禁止しまた「付り」ド•おいて，廻村 

の際. 製応になる様な余分の滴看葉子の楗供を禁じているめである。総じて，領国ヒおける領主•支 

配権の人名への集中. 家中の恣意禁止と, 行政官僚p 不正防止を規定しているといえよう。 '

他の条埂はおおむね百姓の生活内部の問題にかがわっているが, とくに年貢 • 諸役にふれている 

のは第1 3条 ，第 1 8条 • 第 2 1条で:ある。第 1 3条 は 「御免相之祺j は充分に詮議して決定するので 

あるから，免味を下した以後の訴訟は無用であるとし，第 I8 条 は 「役仕候事， 家卷軒ニ付ーゲ月 

こ:丨丨充， 御やとひ被成候歡1 と,夫役提供の限度を麻している.。第 21 条 は 「御皆済以前」の 1"出 

物つか;M勿」を禁じ， 牟貢優先をのべ，「付り」において， 律留を命じている。なお，第 I2 条は 

[TI畑耕作についての述带责任を「五人組又は其村中并十村組j 丨こ負わせている。

祝妙の領内確保のためには，第 6 条において他領他国への奉公f t止をいW 「付り」として，「馬‘ 

女売n 停丨丨•.之事」をあげている。逆に第7 条 は r外百姓参」， 永住の意思があれば:， 米竹木などを 

かえるとしている。'住居匕つい弋は，第 9 傘 に 「無现して家をこほし，并家之売買停止」とのべ， 

逆に第1 ]条 は 「家作り候は，竹可被下候，木之險は西山；!匕山jこ而可被下候」といっている。

苗姓の生活安宠を条件づける筒条としX，第 5 条に「御城丨:丨安筘J の苻在を知らせ，訴訟の途が 

開いていることをのべていることは注丨:丨してよいだちう。 また第2 0美は「庄屋衆, 小西姓へ万3JV- 

ニ W非分成儀丨和懸蝻敷」とあって，芘屋衆の支配力抑制を図っている。この箇条はさきVこのべた家 

中のm 姿的な農民支配を抑制する諸解条と関連しており，近做初頭における大名権力確立過程の一 

般的な規矩でもる。 1

また第8 条の勝負琳禁止や，m 1 4条の百硅たもが大垣に用な.く出入することを禁じている条項， 

および飨1 6条 の 「方かり物之利H  「御定」以上に高くとるととの制限や， 飨ぬ条の⑶女  

大切への奉公人j の給与を「御定j 以外にしないことなど，百姓の閉鎖的な生活秩序を乱すような 

水柄にも愆を用いている。 、
： ■' - ' ' ' ノノ' ン ； ベ ： . ' . .

逆に第1 0条 は 「山林之儀は不及中，居屋敷之竹木并竹之子杯， 猥にぎり取申問敷/ として， 百姓
. . .  . . : . • . . . . ： - . 』 ..
の山林利州を制限し，竹木に対する領主権を設定しX いる。

. . パ. . . ：■ . . ノ ； . .. , ：: •一 ；：へ : , : ：
上にあげた如き内容をもつ2 3ヶ条の法度書のあと書は,「摂津国尼ヶ崎よりヶ様之御法度被仰付 

候故，肖地に至而も，如斯被仰付候」とのべ，戸田氏銕の領国支配の蓝本的な方hVパ既に尼崎綠冶 

の卟期に確立していたことを示している。 .

このような農政志向に対し，違反者の摘発を奨めているのが，•辦人褒美覚書である。
. . . . . .  • へ, , . ..... . ■

訴人资灾觉權は，1 . 切支•丹 * 盗賊の中侍， 2 . 他国他所への移動禁止遠反， 3. 家中への赠略禁 

Jh迨反, 4 .，苗姓の法度違反および家中恣意禁ル逵反, 5 , 山林竹木伐取り, ’6• 乘亩豳の行如丨丨丨佐， 

7. 「介々犯党を結」ぶ渚や, 勝負亦禁lh遠反の7 ヶ条をあげているr ほとんど2 3 ヶ条法度•街に规 
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矩されている市柄であるが，さいごの「徙党j 禁止はこの訴人褒美觉嶎でとくに规定されたもので 

ある。2 3 ヶ条法度钳において，合法的な訴訟の途があること耷乐し，訴人党® において，苗姓達が 

集间朽•励を起すことの違法であることを明らかにし，百姓たちに許された行動の限界を示したので. 

ぁる。 .

亩姓の領国定着政策のうち, 走亩姓対策をとくに規定したのが，r走百姓法度書j である。

第 1 条は走苗姓が出た時b v iまず五人i l および'十村組に操索《p責任を負わせ,更に埒があかない 

時，縁'者親類 ‘ 其, 中と十村組が探索に当ることと+ る。第 2 条は走百姓の田畑を収公し，耕作が 

放棄されることのない様に処置し，走百姓を速れ戻した場合には出身村に置かない歌•をきめているc

第 3 条は走百姓に宿を資さないことをきも, 飨4 条に走百姓の在所を訴え出たもの対する褒賞を
* - \ ■ ■. ....... ■ ■ •

きめている。 第 5 条は第2 条に重なるが，走百姓の家屋敷の跡に，「能御百姓」を其f 丨中および十 

村組が才覚して入屈させ，田畑耕作に従祺させよとのべている。

以上，P 田氏銕が入国して始めで，在々め庄屋•亩姓に向け発した三種の法度書• 覚書の概 略 で .
- . ■ ' • . *

ある.。そ:してこの雄本的な政策志向はその後’め大垣.编におい.て代 ■々うけつがれたのである。

氏銕は慶安4 甲 ( l e s i ) , 75 歳で隠居し，子の氏;_に譲っているぃそして明磨先年(1655)に歿した。

氏銕治世の末；̂， 正保元年 (1 6 4 4 )に， 赛府は美濃国の郷帳作成を美嬝国郡代_ 田将監.松平光 

誼 • 大垣城生戸田氏銕の’3 人に行なわせ、たシこの時，氏銕は領内の屋敷•人数の調盗をなすと共に， 

領内の検地をも行なっている。この検地は大垣藩領限りのもののようでる。もともと，美濃国に 

おける近世的な検地と石高制の実施ゆ，天疋 17 . 8 年 (1589 • 9 0 )の太閤棟地(石田H成•浅野長政両人 

奉行) に始まる。ついで，慶提 14 • 5 年 (1609 - 10)， 当時の美濃国郡代であった大久保石見守長安

によって，徳川検地が行なわれてい名。 * ' .
• ■ .. ；. . . .

- 正保年間は大垣藩農政史上の一画期と思われるレ前述の美濃国鄉帳作成のだめどはいえ，領国内

で-^斉ち_ 舉■•人数調べが行なわれ> 検地が実施され, その上,疋保3 年から「夫f 代米納j の制

度が実現じたという一迪の制度的変化がみられたのである。次；̂ こおいて代米納制以前の夫役の货

態を考えるととどする。 ■ パ

注（3 ) 美濃国の夫正.座長両検地帳等の分析会通じて，美濃闺各郡の地域的# 拖を追求した妒藤忠士搞「検地と捣 

K 支配  ̂ FI本経済史大糸3 迈;世 上 浓 3 章昭和n がある。また小搞でわれわれ;が扱おうとする卟期の璐領に 

お丨ナるiH女を冷求L た伊藤忠-上fが I7 世紀中葉ビお好る農政と農圮一一浚安3牟类濃代宵法度の分析を中心に_ 

-~~J’名7丨f® 火举峩赛部紀逆於12輯昭和43がある。 ベ .

(4 ) 近世社会における夫役の問超は経済史研究の系譜めなかでもif- くから問心がもたれ,戦前,の菜級もかなり多 

.い。哝後は，とくに太丨S1検地;約中のなかがら，付共阀体論.夫役論:•ボ役論の三つが派生し,それぞれいちお 

うの成來をあげている。こごでは研究火的救观を秀村選彐稿「福岡藩における夫役q 賦課線と说制」の，は し ' 

がき一一夫役に関する問題ズ(一にゆだね，青及を翁略したい。务村選H 氏には食本文次_ 「藩社会の研究j 

所収の前揭論文と/ 「近世火名領P における夫役の諸形態:一福岡藩にづいて一 j 九州大学九州文化史研究 

. 所紀贺笫5 り所収0 4 論女がある。筆洛の意図していた論点の多くはすですヒ秀村氏め指偽するところであり,

史料的にもはるかに邀铬な内容をもぅていち小搞はゆなはだ举節；越れの感はあるが，火H 藩という具体例の 

^ 如も意！朱なくはないも6 と敗えて成稿‘発表するものでibる, ’

4^(1103):



近他前期おける亩姓夫役と家中普諸役

夫役代米納制以前め夫役と役家

■戸 m 氏叙!が大垣入城後に発した法度書に，，.家窀軒につき 1 力月 3 日宛の夫役を課したとあるが,.• 

•御やとi、被 成 候 と あ り ，まった < の無憤ではなかった。 そして， 家中の諸役人が公用以外に 

私的に打姓を使役することを禁止していた& どのような公用夫役が課せられていたのであろうか。 

提文であるが，つぎの史料を引用し't：みよう。

覚..... : . i . .

一御領分在々堤川除御普請> 御国役之代に村々御百姓中彳人足を以，仕来申候事

一屯箇月に二日宛之人足，村々彳出し来申候寄

一村送りの人馬相勤来中候浙 ,

一 御 林 木 •段木，川流し人足出し来屮候啡 

一品山心ニ付米武右宛,®物成米どして侮年差上中候事

一 a 百石ニ付金子窀両，央金として侮年恙上中候事 、

一 御 廯 飼 犬 出 し 来 中 候 事 •

一御馬屋等御家中馬之入草•雄 ‘凝，出L 来中候事 

一御普沾縄ノ出し来申候事 .

■一 柳かり人足;k水 •

一大水出中候時分，下輪堤抱申松明之事 \ .

右拾疮ヶ条之品々，先御代ょり御領地御百姓中，或は上納，或は人足を以相勤来申候得共,此小 

役之分，御赭免被成，高百右二# 七石五斗づづ御役来を出し，御請仕度と御訴訟中上ヶ相極中候

3jf. . . ■ パ .：

右御役米にて御請仕候外^!，御苗姓中ょり可相勤品々之覚 .

一御上洛并御公儀様ょり被仰付御普請之,

一 御 陣 ;f御_ 替等之時分，人馬御川之事 

' 一供水出中候而，所々御堤切れ中傲,典外急成御會請等御座候ハ 、，何分にも人足出し可中候事ノ，

一 御 材 木 •段木用流し,興外何れ f cても小人数にて不成燄御座候而，御百姓中御逍被成候ハ.相応之 

御抉持方米可被下候事 . '

一 在々御川ニ付被遗候諸役人着稗持，其外軽き村単りの人圮，如前々相勤可中候事

-• U 々卯水并水落之江堀御普諸，村々人;ilを以相勤可中候？if : .

右数ヶ条之行， 御西姓中，御訴訟仕候子細ハ， 御_ 役代々方々御普請所へ何度罷越相勤中候ニ付， 殊之 

外人川多，人数赀中候故, 御西姓中耕作も不罷成候て.，存之外痛中来, 諸取小役丼I 御赦免被遊，御役 

米を上納化，而々存(1に耕作仕度之旨, 願中候ニ付， 御訴訟中上候, 其趣御郡奉行衆迄収次中候処，色 

々御吟味之h 丨こて, 右ケ条■之通, 被仰付，我々兆手下御苗姓中へ中波候# ハ，何れも過分至極奉存候旨， 

私儿T •前へ御請状取胺中候,為典仍而如件

注（5 ) 抓W第27夫役米之唞169〜76奴，夫役米御帳品々の觉に引〗丨〗.されている諸状の芩である。

(6) 雑記にはゾ本j ともり，座ね秘襤小W武夫編近li丨：地力緙济史料第7卷所収の间文觉樹には「可」とある。 
总味は汉対になってしまうンここでは文意からいっても，可をとるべきであ1ろう„ なお大埴藩についての地カ 

讲には，上にあげたニ釉の他に，丨 <1)一著洛によるものと姐われる「郡令類鑑」がある，大垃市立园書館所蔵。

b O U 1 0 4 ) —

逬仳前期に.おける亩姓夫役と象小筲諸役

. 正保三年丙戌四月卄ート 1 代宮_

月御赉衆

上の覚は三' ^ り部分からなっている。一は代米納を許さ；Kた 1 1 ヶ条の小役に関する部分であり， 

ニば代米納を許されなかった6 ヶ燊の小役に関する部分，そして3 はこの觉を差上げた代符たちの 

あと書になる。

右Q食を引用している大埴藩地方_記の説明によると，当時の代宙は1 5名であり，- まず同趣皆 

め請状を酉姓かe>それぞれの担当代官に華上げ，代肖逹はまた銘々が右の党を郡奉行に恙上げたと 

ある。こうした小役の代米納を許した契機が正保ニ枰年に行なわれた丙姓達の訴訟にあったことは

あと書に明らがである。 ’
. . . : ;  ' '...て：... . : . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  . . . , ::! ..パ-.

濃尾乎野は周知の如< , 掛斐川 • 長畏川 • 木行川のニ(人河川によってつ< られた沖歡平好であり，

いわ呼る輪中村落が导Vくから形成寄れていた。すなわち，川•惡水路の施設や，ト丨落を四繞する堤

防め逑設等々, ：土木工事が大規模に必袈とされていたのである。しかしあと：潜にある如く， 御普請

所，の出役が苗姓の農業渡世にかなりの影響を及ぼしていた。. ‘

丁度，戸丨II氏錄jが大垣へ転封した時期に，美濃国での国役呰詁のあり方に変化があった。それま

で ;撕 4  • 私領ゃ，所領の大小に■係な < , 美濃国中一統に国役#請が行なわれていたのが, 窀万

石以上の大名ば領地切に肖岜負_ で普論を# ない， 1 万石以下は国役齊請に依桴することとなった

のであも。こめだめ，大垣藩の亩姓纴丨:毎年正月上句より御西姓人见を出し，或は五/ii七甩或はニ1

甩三见宛，遠所へ罷越/ 四月中迄も相勤申候故，而々家職之耕作等手廻しも難成，其上彼是入用も

务御® 候故，旁以御亩姓中辣之外痛串候」といわれるような状態におかれていたのであ

それでは2 3 ヶ条法度書第1 8条 に 「役仕候事，家奄师ニ付一ヶ月兰R宛，御やとい被成候?I l: jと

あり，また前引覚書の代籴納された諸小役の第2 項 に 「奄ヶ月ニニ HI宛之人足,村々ぶ出し来中候

祺j とある夫役負担のはどめ様に行なわれたのであろうか。

戸ffl氏が人改めを号なっていたことは寛文I3 か-もしくは延定2 年に制矩されたと思われる（なお

そめ原型は明暦2 年成立と_ 定できる）「定帳」め勘宠之部第31 条 邡 项 に 「介:々家付人改」 なる帳簿

があげられており，侮年正月に藩主に差出さ;h：ることになっていたことからも叨らかである。この

帳簿は領内の使役可能な労働力最を把握することが丨丨丨的であっ君。

村方で作成された関係史料で赞見の限りを示せば，宽永20 年のHfj.をもつ,’ 木见邵神海4、j の「家

付覚j があり，また年代未詳（ただ1：迨享_ と推矩できる）であるが，「美濃国荇老滞乙坂村家並改帳」

注（7 ) 雜 記 169〜70頁， に .

..■ ( 8 ) ' 大扭潘.「宛帳j ■ fcついては拙稿'「美濃国太挺辦雜法典f妃帳j 成立考」法学研觉33卷9 分昭和35に，.史料 

批判に力点をおいた考察を行ない，また拙稿濃国火谊藩の財務機描:」地方史研究10卷2 兮および4 ^(44.
.メ6 切 _哪丨35に, ' . .「淀帳：）に规宠さ.れ'た財務陴係の考察を行なっ.ているので ,..■参照されたい 6 .

< 9 ) 高橘家旧蔵文歡と，の'史料は所三リ}險.「近世初期の诃姓本役一一役Mと夫役の阒#{について'—— j 舒村丨设士. 
還歴記念論文集「封迚制ど資本制j I36〜り真に全文がリUf丨されているので，揭示することを的略する6

— 6 1 ( 1 1 0 5 ) •
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逬怔前期における吉姓夫役と象中普諸役 '
' ..(1 0 ) ' : . .  

がある。神海村の家付覚は下書であるため, 役人数算宠の基：礎となる役免除者（成® • 承の役職者と，

肖などの不it•於その他）を書き直して，出来るだけ， 役負担を軽減しようとしていることが判る。乙

坂村の家並改帳は藩に差出したものの控である。、

それでは使役可能な’劳働力量を計算するに当って，.どの様な原則がとられていたのであろうか。

後年の記述であるが，つぎの説明をみられたい。

I1,•来御崮役人と云もの冇之処，.正保ニ年七分五厘の夫役米御定之節, 代米に稂込相企, 貞享ニK:年家 

並御改木役人相定之姐；元渌十五午年秋村々 家別に，g 高• 家之大小• 象内人数• 男女之訳. 年-齢 .

中扔のも•無共，悉取立， 碑近所五六村の役人立会， 無高)f高持にてもこ丨‘五淦以下.六拾歳以上之者は 

相除，見耷幸以，歩付を致し，差出艇を翌未め秋呤味め上, 相定む, 癀非封の!^而^！.

御苗姓改の歩付，御領内一‘冋故彳中倍の法を以，窀人卷涉付改，拾少にて本役窀人f c , 御領内中 

吟味之相定銳の定P 内，古本役に声人增村は有人引，窀人塯は半A引, 御領内ならし引法に仕候，

' 御領内中め増村は不残如庇候’

• 人馬奉行迆田弥齒汝弁野善太夫

心之通記も之，: 此本役人逍ひ道は（以下記述を欠く一一引用者) > '

右子細而也引に相成候訳等は猶村々に記之 一 .

元禄1S年に行なった家雄改• 役人敦算出の原則をのべているのであるが，：•有人窀歩とする歩付，

の方法はすでに寛永2o年の# 餅 、與付覚に採用されている。異なる4 は寛永期と.元禄期における

紂落把握のス偶技の遠% 、である。つまり農業外生業に従事し成いは労倒;'力とし{不充分である身体

欠陥者等の亦_ を現実的に辑め, . 村落J;•住暑ギ全て計算q 出発点としている寛永期の村落構造と，

正保ー饩享にがけて, 持高所持が村落構成負であることCD条件となるような,いわば農業経営の固

妃化，あるいは家格の固定化のカ:向が確立していった，そ€>轺果としての元禄期の村落構造との遠

いなのである。後者の場合，無高は無高であ々ネとによって, たんなる村落居住者でらなべ,持高

所持の负の側面を表現している6 それゆえ，村筚構造の形成要因と.しで計算の基:盤に辑みこまれる

のである。この過程を通じて，役人粵担の家柄，もしくは持高の明示の行なわれた家柄などの固定

化が，しだいに「役家」とい，表現を象格の指標たらしめることとなq た め で ：,

ここでは大塩藩地方雑記にあげられている赤坂胳1 6 ヶ村の, 村高 * 家数 • 人数 •役家•本役人

に関する数侦を検討してみよう。 芷保元年‘ 延莩元年. 弘化三年とちょうど100年ごとに記述があ •
..,  . . 、 ..(13) ' .

るので表i にまとめてみた。 バ  ， ぐ

注（1 0 ) 岐皐人学所蒇文游。この史料は速水融稿「近肚初期の家数人数改と役家にっいて^度應義塾大学経済学年報 

1所収，32：K にd丨川されているので捣示す；̂こi を％略する。 1

( 1 1 )雑記第2 4 本役人之琳162 * 3真。 人

(12) 「人訪改帳j を作成していた信州輿丨丨丨藩の:小:例によって，この問题を考察した拙稿「偾州真丨丨丨領農村におけ 

る,济身分についての党書j 対:舍経済史学22巻 4 令をみられたいa また，かづて，故遠藤進之助氏が提P段され 

た丨役家降勢!；論は役家設矩り論理の遂矜を考えていない点からみてもY 無理があったといえよぅ。遠藤進之 

助稿「徳川期に和ける村共1_佩の紐成一一本W 姓身分を中心にャー」史学雑訪64編 2号ン

( 1 3 ) 雜|115ボ 41'汝坂筋之取お2マ432頁。 .

■ ~~~ 5,2 (1106}-——
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近i丨丨:前期における百姓夫役と家小啓諮役

表 1 赤坂筋W 々家数人数役家役人数

々 、之次

忖 名 \ \

村 Ah

(御朱印商)

Hi 保 JC 年 (1645) 延莩元年（1745) 弘 化 2 (1844)

家数 男 女 nl
1戸尚 
り平均 
人数

1戸当 
り乎均 
誠

家数 UW
役家

木役 
人

役家当 
り¥均 
働力

家数 女 n
1声当 
.り平灼 
人数

. ■:; Ti if 人 人 人 人 ' 右' ff f t A . :人 釘 人 い人 ノ v::人 ....人
徳 光 村 505. 520 39 49 59 108 2,7 12. 962 53 20 3.0 1,5 36 7G 83 159 4.4

中曾根村: 710.318 42 87 76 163 3.8 16; 912 48 30 5.0 1.7 26 61 52 113 4.3

見 松 村 1, 634. 412 88 120 131 251 2. 8 18. 573 118 57 1L5 2.0 99 212 188 400 4.0

矢 进 村 440.790 46 64 70 134 2.9 9. 582 45 15 4. 5 3. 0 52 105 101 206 3.9

屁 飯 村 636. 770 . 58 80 87 167 2. 8 10. 979 56 35 7.5 2 .1 ..-- 'へ： —
荒 尼 忖 815.510 89 131 161 292 3,2 9 .163 101 58 10.0 1.8 117 245 236 481 4 .1
赤 坂 村 1 ,081.140 182 249 297 546 3.0 5. 940

•. v;. .

— -一. — . ：— ..;— . 一-一 ..: —-

池 況 材 1,200.582 102 ,151 162 313 3.0 11.770 85 44 9.0 2, 0 86 152 138 290 .3 .3

装 縫 村 292, 813 39 60 54 114 2. 9 7.508 40 i4 3.0 2.0 29 : : 5 0 43 93 3.2

河 間 村 451.186 如 78 81 159 2. 7 7. 647 47 29 5.0 1.7 28 53 61 114 4 .0

笠 木 村 4 04 .153 11 16 17 33 3. 0 36. 741 26 11 2,0 ；1.8 22 60 47 107 4 ,8

，一 村 482. 945 31 31 29 61 L 9 15. 579 r 32 19 4.5 2. 4 35 88 70 158 4 .5

木 戸 村 1 ,203. 783 94 130 151 281 2. 8 12/806 82 36 8. 0 2. 2 79 182 147 229 4 . 1

室 村 596.114 52 54 86 140 2：6 11,464 83 30 4.0 ; 1 .3 100 170 204 374 3. 7

営 村 ' 244. 073 16 29 26 55 3. 4 15. 255 50 10 1.0 1.0 57 104 105 209 3.6

切 石 村 269.888 23 . .3 4 30 64 2.7 11.734 49 13 1 .5 1.1 105 189 192 381 3 .6

計 11,156. 619 971 1,363 1,517 2, 881 2, 9 1L490 915 421 7p.5 1 .9 871 1,747 1,667 3, 312 3. 8

表印, 村高の下に括弧して御朱印高とあるのは戸ffl民銕が大垣城主に封ぜられた時に示された村 

高の意である。大扭?游餌のi 、f ノィは前にも述べたように, 天:正〜文禄年間の太閤検地，慶提ィr. の徳 

川棒地，正保年間の戸丨丨丨検地の3 间をうけているが, 御朱印嵩はたいてい6 場仏太閤換地での付

高を用ぃている。 ; ... パ ブ . r .て..'::.:…瞎
. ン. ■..•■■ ； ： ' ペ.，圓. • . . . . .

さて，正保元年と弘化元年については家数と男女人数しが記きれていない。延萆元印だけが家/ 

数 • 高持役家. 本役人を記している。本役人1 人が1 0人の勞働カi t i 現わすのであるから，なら 

し引を考慮ち入;Kないで考えると, 無高の家を丨法き，高持授家とぶわれる家に厲して\Aるものの16 

歳以上60 歳未満め健康な男女の人致を推し侧ることができる。たとえば磁光村の場☆ をみると，

本役人3 入であるから, 煺輝な男女人数は3 0人であり，高持役家2 0制はf .均して，家内に1 .5 人 

の労働力：I tを有していること〖こな名。最嵩ば矣道村め3 . 0 人, . 最低は宵村の1 .0 人で，1 5 ヶ村合計 

では1 .9 入となる： .

弘化 2 年の 1戸等り平均人数は1 4 力村食計で3. 8 人となり,.延享元年の役家当り平均の丁度倍 

になる。3: 8 人は夹婦2 人と歳来满め子供 2 入どいった家族树成を想宠できる数値であ；る。

右にくらべ丨正保元年の数値は1 6 力村合計の1戸当り平均人数が2. 9 人であって，延莩元尔と 

弘化2 年の数値の中間値をとっている。正保元年の扔女人数をみると，劣女比は 1 6 ヶ村合計で 

47. 3 と52. 7 の捌合であり:，/ 弘化2 印の場合のリj 52. 7 »女 仅 3 と，丁度入れかわりになっている。 

沿の人数を控え『:丨に報侍し‘ようとした作為を読みとってよいだろう。

•■• • .. • ~—  53 {110/)------
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近世前期における冇姓夫役と家中普請役

また前引の木役人数f l i の原則からみて，正保元年の见女人数は1 5歳 以 上 6 0歳未満のものだけ 

，と考え.た方がよい。

ところで同じ大垃藩領に厲する本集郡神海付の延定年問の人丨コ桃成をみると， 15歲 以 上 6 0歳未 

満の労働人丨:1は 血 縁 者 人 1:1の 約 6 0 な いし 6 5 % をしめていg 。 森 坂 筋 1 6 力村合肝の1 戸当り平均 

2. 9 人を.労働人口とみて, 神海村の労働人丨丨比を適川して血縁家族人数を求めると， 1 戸当り平均 

4. 8 ないし 4‘ 5 人となる。 この数値は神海村の延宠期におけ る 俞縁家族人数にほぼ近ぐ，近他前期 

における家族楷成の一般的な数値とみてよいだろう。

?&らく正保元印■における切女人数は赤坂筋村々における夫役割懸の雜準となる「人改j の姑果で 

あり.，「木役人j ぬ:宂の站礎となったのであろう。 そして，その場合， 家数にあげられている戸数 

に夫役を负拟しない家が除かれているかどうかは不明であるが，延举元年との遠いは明らふであり• 

年々爽化したと考えた方がよいだろう’。 . . "

ぐ 3 夫 役 代 米 納 制 以 後 の 諸 役 斂 担 ， ノ

イ本巣郡神海村の村況
.

夫役代米納制度が行なわれる様になって以後，村々fcおける年貴諸-役め負担体系が,具体的にど

のようであったのかを詳しく検討してみよう。ここで取上げるのは本巣郡神海村の事例であ；̂
. . . .  . ■ . . . .  . - . . .  . . .  . . . . . . .

根足谷に発するf良尾川が平野部に出るまでの東側に, 根尾村と境を接する奥村, そしで金原村, 

木倉利，川内村，佐原村，神海村，木知原村, 山口村と続ぐ8 力村は，中世には外山村と時-ば泛
• (17) ぺ

太間検地に際しても， •括した舉位として扱われていた。寛永1 9年以来，太垣藩戸田氏銕め所領 

となづたが，外山筋と呼ばれる大庄屋支配の管掌部•位であった。

表 2 は外山筋8 力村の村高の変化を示すものである。. 太閤検地における石高と,正保検地におけ 

る朽高とを示し，またこの間に成立した枝郷の有無とその家数を付しておいた。天正1 7年か1 0 0と 

する烟加指数を示しておいたが，平野部に村域の半ばをおく山丨:丨村と，根尾谷に接する奥村がとも 

に低.く , 中間部の6_力村.はかなりの石高打出.しが行なわれている。山.口村*.奥村の2 ケ村を除いた

:注 ( U ) 跹村研究会神海村共同研究班「犬垣藩領菜濃国本粱郡神海村の戸ロ統計-— 延宝2年より明治5年.まで一一 

三丨丨丨学会雑誌53巻 10 • 11合併号による。 ,

( 1 5 )祌海に関する史料は管見の限りでは宗門改帳.五人組禎を主袈な内容とずる野村兼太郎蒐集祌海村女書, 

年;^関係史料を主とする徳川林政史研究所旧蔵祌海村文書, 家付ネ觉その他を含む高橘家旧蔵神海紂文の3 

砂が鹿應峩熟大学蛘济学部所蔵であり，他に，岐阜跃立図_ 館に神海村御泔留，大担市立闼窗館に天祀17年 

神海村検地帳が所蔵され1：いる。なお神海村の村況と，人口鉍計にういては，野村研究会祌海村共间砷究班「火 

扭藩領美濃P 本粜郡神海树の戸口統計j 三丨丨丨学会雑訪5 3卷 10 . 11合併兮をみられたい。

( 1 6 ) 勧修寺文書笫ユ册览大史料徧簕所彫-ザ本。：

- (17) 天正17年の祌海村検地蜞はつぎの表題をもっている。「ミの_ 本诮こほり御検地帳外山の>；ちこうミ村」大 

址市立闻辑館所蔵..この検地帳の分析成染は，本稿執维のさいi:丨::丨宅になく- 割愛せざるを得なかった,..，y

. — - 师 細 ) 一  . : ’ .

^ -------------------------- m__,-- ----- 1~ n_ □---『n _ … _ __■■................... . 丨丨___  _________________
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315.930 

76.362 

118. 006 

86.408 

94 .953 

249. 253 

92. 380 

118.150

合 計 151.442 4,193.748 364

6 ケ村平均の増加指数は5 2 2となる。石高の増如は検地仕法の変化にもよるだろうが，根跋には生. 

産力の急伸を認めねばならないだろう。農業技術や，経會形態の変化は一つに反当収獲贵の向上を 

もたらし，石盛を高くつけることになろうし, 二つには耕地の拡大をもすこらし，イ:丨‘盛をかけあわせ 

る对象である反別の増加となる。

神海村についてもう少し年次をこまかくみてみよう。•表 3 に神海村の天芷1 7华から宽文1 0华ま 

での村高変化を示してみた。

.神海村村高は本村分• 入作分* 3 新田分と5 つに分けられる。天正17年に認められた你原村入 

作分はその後いわゆる「村. J j % されて佐原村へくりこまれること,なく，年貢の负担は神海村を通
. . . '  . . . .  ；■■■■'-. .. .い. .〉 - . . . . . i ... . . . . . .  ；

じて行なわれている。つまり本村分のうちとして极われている。
- •.：

, 表 3 祌 海 村 村 高 変 化 表

天 正 ： 17 
(1589)

慶 M ' 15 
(1610)

正 保 4 
(1647)

明 暦 3 
(1657)

% 文 10 
(1670)

祌，海 村 本 . 村
石

93. 250
.石

281.188 . 462. 712
" -ĵ

461712
At

做 712

佐 原 村 入 作 分 . 24.756 ，113. 372 126.121 126.121 126,121

内 野 新 丨 H . ：■'： . 61.528 61.528

外 野 斩 III . ' , 60. 318 60. 318

権 三 郎 新 111 . ■ 40.816

合 計 118.006 , 394. 560 588. 833 710.679 751.495

堝 加 指 数 - ,100 308 499 602 634

内野• 外野新田は承応2 年に萆切りが行なわれ，明暦3 年に検地請となっている。

権兰郎新田ははじめ迮左衛門新田の名で寛女7 年に草切りがあり，寛文10年に検地‘請となった。 

表 3 に表示しなかったが，元禄1交年 (1 6 9 9 )の村高を天正1 7年にぐらべると，袖力II桁数は0 8 6で 

あり，安永4 年 （1 7 7 5 )の村高を増加指数でいえば， 615 となる。禾芷.17年 (丨5 8 9 )から宽文1 0年 

(1 6 7 0 )までめ上界の傾向は年平均6 .1 であり, 宽文1 0年から元禄1 2年 (1 6 9 9 )までの上対4くは1 .8 

ゆおち，元禄1 2年ふら荧永8 %  (1 7 7 5 )までは逆に雄平均0 . 9 の低卞率を示しているふしたがって, 

神海村における村高の増加趨勢は宽文期を実質上のピークとし，元禄期まではかつての汆勢に支‘え

表2 外山筋八力村W高炎化表

天 正 1 7 年 正 保 4 年 垧加指数 m 家 数
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近世前則に和ける西姓夫役と家中教諸役

られて，形式上のピークに達しはしたものの,：それを維持し続ける力がないため，村高がしだいに 

減少し，みかけのピークから，突質上のピークである寛文期に近い線め落奢いたとみてよいだ^ 1 。

神海村には兔永.6 年と备永2 0免の持尚帳か残りて:いる。表 4 に規换別構成をあげてみた. . .空永‘ 

6 华の「惣地下中高帳」は太閤検地による村高を3 4芦がわけもマている。寬永2 0年の持高帳は慶 

長 1 4牟の徳川検地による村高を3 4戸でわけもってV〖る。 こp ことからみて，規模別力V必らずしも 

尖際の経常規模をホしているめでないことは明らかである。 表4 祌海村持高规模別描成炎
. I——   ：———：--ニ‘ニ_： ；------------------  . ■.".

また両者の人名は必らずしも一致しない。 なお覺永20年の 寛 永 6 寛法 20
圓 : - 一 一 一 ^ ------ 一 -— :--------    — -------~ ~ — .

持高帳は欠損のため4名の持高が不明である。た だ し 入 作 分 20〒 以 上 0 . 3

U 3石 酿 と .，持高確認分計251石 763を 村 高 か ら 引 く ふ I5石’以 上 ， 1 1
.Jk • . ... . . . . . パ.'.. . . . 巧 〜 1 0 .. ■ ： 0  7

珠りは2 9石 7 1 6で, 一人当り7 石 4 2 9となる。 こ れ は 入 作 10ヶ 5 5 6

分だ丨4 を除いた281石4 7 9に対する3 4戸め平均8 石2 7 9よ り 丨 右 ^ ふ 12 • 11

少し下廻る数値である。 5 斗 以 上 1 1 2  _
5 斗 未 満 5 0 ：：

览永 20印は神海村が大垣藩領に編入された翌年であり， 無 商 0 0

年貢納入の基礎を徳川検地の村高に変更したことから，待 高 _ _ —— 一 __ — _ _ _ _ 一1 一一 
w ^ , 人 数 計 34 3 4 マ

の確足を行なったp であろう。同時に家付人改めも行なった。 一一一一一- 一 一 一 一 - y 一一

宽 永 2 0ザ の ， 付之萬」 にょれば， 家 数 は 4 9家で‘るが， S  職

うち7 家は明家とされている。 そして， 戍 屋 .年 蒂 • あ 甘 P  .高 他 006 394.560

ち . こあるき •，御蔵番といった村役人, 奉 公 人 •地 下 奉 公 人 入 冷 分 24' 75° 113‘ 081 

といった非丨自立者，や も め • 後 家 • うばごとき家摔型態に欠陥のある者，および天,主弥五部 .因  

くら • R た た き • はちたたき . ねぎなど/ 農業経営と結びついていない者， と明家7 家 の 計 3 9家 

を除いて，残 り 「九寧」:が役家の数だとしようとしている。計算に誤りがあるのは，本史料が下書 

きでちって， しかも計算違いから生じたのではなく，意図的に負担暴:数となる役家の数を出来るだ 

け少なく中れしようとしたことによるだろうと思われる。 :

' 持高帳に乐された高持百姓と，役家算矩との数が相遠するのは，後渚が非高持まで家数に算入1 
. , • ■- ' ； . -■

ていることによるが，それ以丰に, 持高帳作成の目的が個別の本年貢負担渚を確定することにあり，

家付覚作成の目的は村を堆位とす令夫役割懸の基:準測矩のためと，それぞれ興なる経済的機能と内

容をもってい斧からで和ろう。年貢の場食は石*高制をとっていることからv 牵貢の量と質は固矩的

であり，かつ数最的測定Vパ可能であるのに対し, 声役は村樹立に徴集され:るとしても，夫役の量と

;i1は流勋的であり，不特定である。從づて，役家とされた特定の個人が夫役を負うのではなぐ村

を』丨i位に夫役量が算宠ざれ, 村中として負うことになる。その場合，喪際にゆ誰が夫役に出ようと，

注(18)この点は神海村の人口描造のM 卵形態とからめて考える必淠がある6 注(14)の編稿を参照されたぃ,

(1的衷紙を欠いて.ぃ.るので,...正確な表題は判らないが,=内钓は.持高帳'1eあ.る。.持高の内容っ.まり1,:-一筆の而 

狖などはなく，ただ持_ のみが記されているだけであるン

^ ( 1 1 1 0 ) - — — '

宽 永 6 寛 永 20

20右以上 0 - 3
： 20石朱滿 

15石以上 1 . 1

15 ~  10 ： 0 7
1 0 ん 5 5 6
5 〜 1 12 • : 11丨ノ

1 右未滿 
5 斗以上 11 : 2

5 斗未満:ぶ 5 0 ：：

無 商 0 0

不 m . . . . 4

人 数 計 34 ' 34 '

_持尚合計
«

93. 250
石..

281.479

持尚最間’. 19.180； 27.145

村 高 ’. 118. 006 394.560

) 内佐烕村 
入作分

24. 756 113.081

下白‘姓 無;高

. 石 - 軒
厶15.. 718 4
A 9. 257 .
A  6‘ 556 •

6,496

5. 043

4. 363

0.324

禅宗神海 

山金輪寺 

A  0. 573

W 瀬

A38. 844 

A  6. 447

玉m

5.672 

5. 271 

0 .121

M 見

A16.504 

A H . 616 

A  8, 363 

5. 718

ゅ し /、入1乂ガi. e 又仍f:•休 e さ3しをムJ； v

表’5 は貞莩5 年 （元禄元年一舰幻に作碑された無高人改帳耷表尹したものである。機能的には家 

付人改めをうけつぃだ史料であろう。直接の目的は無高人の調査である。夫役代米:納制が村々に矩 

着したあとの調态であり，さきに赤坂筋村々の役象: . 役人数の状況をみた際の延享元年調拖の，し、 

わば書かれてぃなかった側面を示すとみてよぃだろう。

「高なし 5 は:」 は非生産人丨:丨の部分であり，無高样なんらかのかたちで , 直接生産に，.もしくは 

村落の日常的な営みに従琳してぃることの表現とみてよい。内跹新田.外跹薪田が無高ばかりであ 

るのは開発事情による。村内作り奉公以下の項目は男の従祺してしる生業である。 •

祌海村の村落描造をみてt 、く上で，，上述の経裙的指標どならんで逭要^ もの呔「五前」と哼ばれ 

る 「姓家」とぃう社会階層の存在である。 「姓家」は美濃国で一般的に存在し石「頭亩姓」のこと 

でもり，也字を名乗ることを許され，街字を名乗るととを許されてぃなv、他の百姓 (下西姓とぃう） 

に対して権威を保持し，下！/姓は名前の付け方fこ武士的な表磽たとえば兵衛とか衛的を禁じられ， 

家の速で方，造作も制限ざれン衣辦もまた区別されを  ：

表 6 .延盅8 牟宗派別姓家.下百逄持高一 . ' ：

禅 宗 軒

橘

A\
厶2 1 .831 

A  21,808 

A19. 918 

厶18. 926 

A17. 443 

A16. 304 

A 12. 722 

A 12. 626 

A l l . 564 

A  . 8. 656 -

西 本 願 寺 派 48 |

. T

石
A10. 983 

厶 8. 311 

8 .179 

7. 920 

A  6. 732 

5. 062 

4. 225 

4. 014 

3. 938 

A  3, 268

Yi

2. 700 

2. 423 

2. 325 

2. 307 

2 .155 

2‘ 088 

1 .921 

1.392 

0: 861 

0. 500

0. 481 

.0.410 

'0 . 253

無商

針 1 0针 4 軒 3 軒 2.軒 軒 5 钉 23打 2 m

注 A 印を付した家は下人を雇傭している家である。

注 (20) 「姓象」についでは大衍藩の地方窗に鲊わしいが, i た松本平治稿「近世美濃における農村社会借成につい 

て一 一 則w 姓考J 岐阜史学18母およぴ间氏墒「肌西姓考補遗/ 岐卑史学12号もこの問題を詳細に論じてい 

る,(論文発表の順妙が前後いcいる)。
. . . ■.

• . • , —  57 (1111) 一 . '

相似•，狄砂が̂ a•一…' 料 が 袖 ^ 街̂接鼓饭を恕洛̂^な賴嫩龄せ夺緊被g条撕洗访

な'^5SSTふ絲。淡，5？ぬ?;SKVrvはr
農し条ーぬふルふ1■、，似ザ穴?熟

近见•前期における西吐夫役と家I|r押猜役

表'5 貞?>: 5 印祌海f 丨無路人改帳内訳

:ノン■ 高なしうば 無尚 人数 ( lM ) W 内 
__作り奉公 出率公 - 銭そり 出居i t 本公 : sf m 家数,?1*

冲海村本:村 10 5 18, ( 1 1 ) 7 1 j  1 2 49 64

；外 m 新 in — 5 17 ( 10 ) 6 猿 勧 進 E丨ノ諸
. 1 i - 1 : 2 5 10

| 内 野 新 IH
,■— :—:—■：—:—

— 8 47 ( 20 ) 請作 
12

本村奉公 
1

病 人  
1 • 6 —r 8

! 計 ,10 18 !
8 2

( 4 1 ) 54 82

ゴ橋

石
4, 81：



近世前期における苗姓夫役と家中普請役

神海村の姓家が『五茁」と呼ばれているのは, 高橋* 野瀬 • 鷲見 • 玉置•市橋の五つに限られて 

いるからである。これらの家は高橋権三郎創設の禅宗神海山金輪券を菩提寺としており，他に蓝干 

の無姓の下亩姓が金輪寺に属している。. 殆んどの下百姓は西本願寺派の寺院を菩提奇としてV、るが， 

それらの寺院ばすベて村外にある。 こ\ した関係を延窀8 年の場合につ、'て，表 6 に示して冬た。

西本願寺派を菩提寺とする下西姓が也ずしも経済的に他いものばかりとは限らず,そめ経営に下 

人を雇傭する例も若干みられ，また逆に金輪寺を菩提寺とするもののうちにも無高がいたりする。

宗旅の遠いが，経済的な違いを直ちに反映しているとはいえないが，芄苗に属するものが1 ,軒の例 

外を除き，すべて裕福な経済的立場にあるごとは認められよう。

.■ ' ' • . . . . .  ' ,

ロ神海村におげる年貢•諸役め負担

夫役代米納制が実施されて以後の年貢• 諸役の負担を明らかに十る史料として，「御免割• 夫役 • 

御種貸シ方割符米帳」なるものがある。その表題とあと書をまず引用して，この史料の性格を考え 

てみようノ

‘ （表紙） ■

明 暦 三 年 酉 五 月 廿 六 日 _ •

丙 申 歳 祌 海 村 御 免 割 未 役 御 種 货 シ 万 割 符 米 帳 v

一 -前 略 一 -  '
明暦2 年 _ - -

右者申乏年御物成御免割并夫役米御種かし其外方事村中入用米共ニ，惣百姓中不残，出作高共ネ 

立合候て，其品々を明細ニぎんミ仕，互二合点致，ン，相対を以，御帳而ニ書記シ指上ケ申候，

先規^•村割符ニ仕来リ候先例之通，或ハ_ と応ジ，或ハ家役之大小二;&ジ, 無屮乙，此帳面を以，

割符体候上名，村中小百姓ニ至迄，聊も中分無御座候， 然者面々割符之小帳ニも不残判形仕，則 

御代官衆之御改押きり御判を取，庄屋手前ニ預ヶ蹬中候御事，

一従細公儀様被下請取中ぬかわら細之代米等， 庄厫給米諸扶持方下川米ニ至迄も，御奉行衆彳うけ .

取中御手形而之通， 一粒之無相違， 村中へ明細ニ割符仕，而々锆ニ請取中所実正也，為其右請取 

米員数，此御帳而ニ書付，指上ヶ中通少も相違無御座(T御事

右之通御代官衆ぶ洱三被入御念を, 被仰波候，別而拾村組庄屋中能出，右御帳面其品々如斯御帳 

- 而ニ軎記シ，判形仕リ指上ヶ申候上乳此外一粒ニ銭之折懸物•非分之割符物無御座候， 若此上 

ニ而以来何かと丨申分仕者御座候者，何分之丨丨ir班ニも急度可被仰付候，至典時一言之中理り中上間舗 

候，後日御請状，仍而如件 

明磨三年丁酉五月廿六日

/神海村庄屋組頭6 名 丨 ハ 
■ ( 述印略}

W 村 組 皮 厘 8 名 ノ

' 改當丨:丨1久 兵 衛 @

• 冋 Pii脇十左術門®

あと書を引用するjこ当って，「右者“ …j からーツ書までの続いた文章を，「先規彳村割符ニ……j

という箇所で，引用者が段落をつけたことをお断りしておきたい。

あと谱は大きくわけて3 づの文段から構成されており，前段は年貫• 諸役• 村入用など，苗姓が

• “ 一 7 ~ ~ ~， • .

ilu?

ゼ 知 h似 公 ど 逢 ^ 沙̂が!̂祝; 次 ■ 忒 奴  ！•，•外 ' .
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近丨ti：前期における西姓夫役と家中普請役

負担した分についての措置をのべ，中段は百姓達が溆生侧から下付された分め措置をのべ，後段は 

不芷不実の記載のないことについでの請書である。

注Hすべきことは祌海村の年貢. 諸役V村入用の勘定帳であるのに，拾村組庄逵が速帶责任を负 

っているこ と へ つ ま り大庄屋支配の舉位が_ 際的に機能を果していたことであろう。ま た奥迚印を 

して’ .最終的にこの勘矩帳の妨果を完成せしめているのが，代官であり，この勘定帳が村内部での 

み効果をもつ性質のものではなく, 公用の決钵帳簿であることであぢ。

さて，上納と下付を村中の百姓に側IJに配分するず士法め原則が「或ハ高ニ応ジ」ということと 

「或ハ豕Ik之大小ニ応ジ」. とい.う.:ことの2 点におかれていることは明らか.である。

マぎに明暦2年度における祌海村の高懸りと家懸りとの2 つに分けられた負担の費目を列举して

みようo •
' , '■'■ ' ' , ' . . . .

〔高懸り分〕 '  ̂ ，

©夫役米ノ内春納银九ニ匁六分四座大担嶋屋手形有 

: ②夫役米ノ内®納銀九四匁四分八厘夭垣嶋屋手杉有 ^

③夫役米ノ内秋納米六石八斗五升四合

④ 竹 大 蔵 敷 _ 買入中代銀廿匁Z：分四填大垣伝馬町清左衛門へ渡ス

⑤大蔵当リ大豆四俵賀納

•年中帳紙の代米兰斗五升四合 .

フ⑦へ_寺分御年貢’:©ま.とひニ斗四升三合/ ••

⑧作兵衛分御種貸利足村まとひ”斗五升Z1合 

® 御種贷元利共廿ニ石三斗六升

⑩ 馬 屋へ糖 _ 買納代米六斗一升四合伝馬町清左衛鬥へ渡 

. ⑪村蔵下年貢ニ4  

. ⑩ 庄 屋 給 米 三 右

⑩ 郷 中 間 彳材木段木の日用賃を半兵衛へ渡スニ斗乇升ニ合  .

⑭宮のうはぶき入用ニ石六斗 

.〔家懸り分〕， . ■

⑯.夫役米の内舂納銀一〇九匁六分五厘嶋屋手形有 

⑯夫役米の内M 納銀一一一匁四分八厘嶋屋手形有 

⑰ 夫 役 米 の 内 秋 納 .六:H 六斗四幵 

⑬紙舟役運上飯二三匁三分崎屋手形有 

⑩御商狩之時之費用銀#ニ匁一分 

⑩廻村役人仕出し米ニ石七斗芑升九合 

@  )主屋年寄組頭大垣出張日当二;tT八斗四升ニ合 

，⑳山ロノ筏流，木知原堤入用離十一匁五分 •

⑬日当村ニてノ入州•呂久ニて道具貨かり代米六斗九升五俞 

© ，Pi久波也の.まとひ一斗三合

注(21 ) 大扭藩の財務関係諸帳簿については拙稿「美濃国大垃藩における財務機偶」地方史研究10逸 2-g. * 4 %  

みられたい。

* '一..…59 (1113 ) 一  ,
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近世前如における亩姓夫役と家中呰詻役

m 材木ながし越前日用やとひ中代銀十匁二分

⑳足使給米ニ布 .

@廻村役人薪费用一石ニ斗 
(退転〉

® 山年寅米たいてんのまとひ九斗九升九合 

⑳山年貢納の相場撗米ニ斗三升 .  ‘

逸) 松平安芸守赤坂伝塢傭賃金一分南方六左衛尸〗へ 渡 ' .

@ 松平越前守大坦伝馬.貨傭賃金一分ト九匁八分五厘伝思町溃左衛門へ渡 

® 松平丹波守赤坂伝塬傭賃金一分トー匁雨方六左衛門へ渡 

® 山年貢五右A 斗ゴ升六合 •

..以上，.3 3 ..の費目か尚懸り/•■家懸り別にあげられているのである。

-カ子，説明を加えておこう。 ① • ② • ③ • ⑮ . ©  • ⑰は 7 分 5 厘夫役米の3 期分納^•関するもの
■ -

で，高懸り3 分，家懸り4 分 5 厘の割合がきまっている。この明細によると，代米納制が更に代金 

納の形態をとっていることは明らかである。現夫役形態が代米納化され$ 時，もはや代金細形態も 

内色され:t：いたとみてよいだろう。 支払手段としての櫸能を果たすという点において，米も，貨幣 

もH じ条件におかれているのである。

出際に日用賃め如きは，⑬では米で支私われ, ⑩では銀で支払われるどいうX うに，K 別がない 

のである。ただ金なり銀なり, 貨幣形態をとっている支払手段を入手するためには一矩の商人を媒 

介しなければならないし，時には⑲のように相場の見込違いから損米という負担を負う場合も起こ， 

るのであるへ

「まとひj という文言は共同負担の意であろう。 この史料にあげられている費！̂は高懸り.象懸 

りの差はあれ，個別の百姓にすべて割当てられるが，⑧や⑳のように退転百姓が出れば，その個人 

貨担分を一たん村中として共同負担に繰込み，これを更に個別に割当てることになる。あるいは最 

初から村共同の仕事としt 行なわれるもの，たとえば⑦の-寺分:御年實や•，⑭の宮のうはぶきや，⑳ 

のS 久渡也の費用などが「まとひ」となっているのである。

ではこうした高懸り. 家懸り分をも含めて，どれだけの負担があっ たのであろうか。明勝以降，
' . . .  '•

宽文年間の割符帳がある(Oで，これを表示してみよう。 ，

表 7 に明暦2 • 万治2 • 寬文元• 2 • 6 • 10 • 1 1年のそれぞれの毛付高• 本年貢* 方割符米• 

家役 • 引分などをあげてみた。, なお参考として，元和5 年および元禄1 2年 ♦安木4年0 負担艄を 

前後に付しておいた。 •

元和5 年は免こそ7 4 % と高いが，しばしばのべたように，この村高が太閤検地の峙のものである 

にもかかわらず，元和期に至ってなお年赏割付の雄礎として使州されているからである。慶提検地

注( 2 2 )冗和5年, 祌海村は徳川氏砬緒地であつた。免定の企文をリ|j|jしておこ 5 

本 堪 邵 祌 海 付 朱 之 年 免 矩 之 水 - 

一商西焓八石武合 1丨丨畑屋敕きん川成典ュ

此取八拾七石兰斗武升疮合姐高ニ fj•七ツ四ト収
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近丨-丨-1:前則における西姓火役と家屮杵諳役 

表7 神卵f丨木年/i； •站役负扒额

年 サ
m 付 尚 I 木 乍 H n 万割符米 i n 家 役 リ1 分 A m 额 計

石 高 % 石 尚 % 石 品 % 石 高 % 石 商 石 高 %

元和 5 118. 002 100
石 ..

87. 321 74. 0

叨 勝 2 547. 799 100 166. 805 
'(4 3 .6 8 6 )

30. 5
■a

42. 347 
(7. 827)

7. 8
石

32. 502 5. 2
石.

4.098
石.

237. 556 
(51. 513)

43.4 
(9. 2)

万治 2 549‘ 623 
(113. 372)

100 
(20. 6)

213. 529 
(56. 686)

38.9 38. 084 
(2. 600)

6.9 25. 521 3. 9 4 .144 273.090 
(59. 286)

49.7 
(10. 8)

宽文 元
671.469 

•(166,666)
100

(24.8)
2 21 .178 
(48. 383)

32. 9 16.491 
(3. 953)

2.5 31.766 4. 7 7 .189 262. 246 
(52.336)

39.0 
(?. 8)

% 文 2 671.469 
(134. 550)

100 
(20. 0)

238.491 
(53. 820)

35.5 17.098 
(2. 600)

2. 5 30. 232 3.8 5. 001 280. 820 
(56.420)

41.8 
(8. 4)

寛文 6 550.500 
(133. 125)

100 
(24. 2)

164. 638 
(41. 935)

29.9 18.071 
(2. 663)

4 .5 , 17. 894 3.2 207, 428 
(44. 598)

37, 7 
(8 .1 )

寛' 文 10 23. 749 2. 987

宽 文 11 15.341 19. 933

元 禄 12 374.738 100 142. 400 38.0

安永 4 385. 768 | 100 111.873 29. 0
.

注括弧内ば佐康村入作分を示して'いる,

内野_新田 毛付高 本年貢

万 治 2 

元 禄 12 

安 永 4

61.548 

69. 691 

31.690

100

100

100

9.232 

10.454 

6. 021

15.0

15.0 

19. 0

外野新m *

万 *  2 

元 禄 12 

安 '.永 4 '

43. 331 

81 .845 

7 1 2 0 0

100

100

100

6.490 

12.277 

12. 996

15.0

15.0 

18. 0

権主部新田

元 禄 12 

安 ’永 4

46. 452 

69. 499

100 9. 290 

14. 595

26. 0

での村高394石 5 6 0と比べれば, 免率は2 2 .1% jこ

すぎないことになる。ただL v 割付文言に「役米ハ

別二割可被中候j とあるので，高懸り• 家懸りにナ̂

るべき諸役負担が加わることになる。ともあれ，，幕

府故锆地であった元和期の年貢負担は形式上は極ぢ

て高く，実質的にはかなり低かったことになる。

明暦2 年から安永4 年に至る分に:は内野• 外野 • ：-

権三郎の3 新田が入っておらず，本村分だけである。

新田年貢については表7.の下段にあげておいた。新 

田の年貢.率は1 5 % ない:し25% .と:V、た.っ:.て低い。 :ハ ,:.

. 元禄じ年は村高としては神海村での最高を示していたが, 毛付高でみると，寛文期をはるかに

右之分ハ未之年御廹 >)鉍請ニ相宠換丨⑴, 地下之庄屋‘年寄. づ、百眭. 出作-共ニ卷人不残立合，丨i丨ぬ之上下 

。化高分無之様ニ致免割, 来ノH •—月-U.日以前ニ呰済可有候，浩右•之日职相延蜣ぐ、，句■為越度晚,役 
米ハ別二割可被巾候，蓝從公儀当取不圮之山被仰候ハ 、，何時モ其方江可中膜，為後日仍如ダ|:

■ 元和K 尔朱-丨リj十卩丨

石原淸左衛門判

• ' ： 山丨〗丨長右衛門判

岡 U1将監判
. 神海村御庄屋.牟 窬 中 .

御小百姓中 ' . '

~̂~~-： 61(1115) ~ ~

ば鱗て織減̂ ^ ^ 激觸版輸娘掷做微^̂ 冬挪咖-徹 ^ ^ ^ 卿 綱 破 湖 樹



近世前期におぽる百姓夫役と家中普諸役

下廻り，安永如も同様である。従って年貢率は寛文期とそう変わらないが，年貢量の絶対額は寛文 

期を下廻っている。こ;Kからみても，祌海村における生産力の上拜は寛文期に戚打ちしたとみてよ 

いだろう。 . . ■  ,

また寃文10 • 1 1年の分に空欄が多いのは史料記載の仕方に変化が起って， 6 年までのような詳 

細なもめを作成しなくなったためである。その理曲はにわかに明らかにしがたいが，.宽文7 部に夫 

役代米納制についての訴訟があり，改めて百姓側に代米納制承認の請状を差出させているので，こ
• (23)

れと関係しているかと思われる。 、

さて* 明磨一寛文期の負担額をみてみよう。本年貢は毛付高に対してほぼ3 0 %から40% の間を 

上下している。毛付高は作柄を反映しており，検見の評価をうけた結果と思われるが，さらに本年

S  8 神海村諸役.村入用

明 暦 2 万 治 2. 寛 文 元 . 寛 文 2 寛 文 6 寛 文 10 寛 文 11

- J < 役米; # 嵐秋 25. 497 (方治 2 年以後夫役米の記載を 欠く）

段_木. 流入 川 0.869
(やな入用） 

2. 292 1 .046 . 一  L ___  ： '___

鹿 狩 入 Jii 1.160 0, 979 — — — — . . ， —

大 蔵 厩 入 m 1.424 3. 491 3. 924 • 6. 285 2. 670 6. 609 4/028

御奉公人中問入用 3.939 3.915 4.924 5. 269 • 3 .295 2 . 660 4. 230

U k 馬 役 入 用
( 3 回)

1 .986
( 7 回)

3. 217 ,
•( 4 回） 

.3,062
( 8回）

5. 095
( 7 回） ' 

1 .866
(10 回） 

2.581
(19 四） 

6.400

下 年 .質 0.200 0. 200 0. 200 0. 200 0. 200 0. 200 0.200

御 か り 一 22. 733 — — . . — • — —

抓 货 米 (元利共） 
22. 360 5 .160 5. 740 5.160 5 .160 1 — 一 ■

山 年 貢 6.156 7. 821 6. 786 6.825 6.860 1 .7^0 1 .280

扒 . 船 厚 ± 0. 644 0. 477 0.6^7 0.614 .0.426 0.425 0. 459

免 割 、入 .;u ' ___ , 0.308 0.200 ___ 0. 350
(十村入州） 

1 .175
<十村入用) 

1 .596

年 中 幌 紙 0.354 0. 330 0. 400 0.600 0. 663 0. 800 0. 848

門 入 )\\ — — 0. 200 一 0.750 — ' ■

f t 屋 給 3. 000 3.000 4. 342 3. 000 3. 000 • 3.000 3. 000

使 給 2. 000 2. 000 2. 000 2.000 2. 800 3. 085 2.441

山 廼 り 給 — 0.800 . . . —- 一 — — —

舰 . M 織 梁 2. 842 4  056 4. 054 4. 774 5 .120 4. 651 3 .170

1へ 久 渡 舟 人用 0,103 0 ‘ 080 0.097 0 .100 0.090 0. 060 0. 060

_ 修 现 | ず| — — 0,390 0. 630 0, 902 — 0.436

■;脑 無 f とJ 1 .151 2,747 5.790 6.378 6. 634 — 6.413 1

祈 擒 入 川 „  . . .
(雨乞） 

0.726 * „ *
(恶敕傾) 

0.962

n 待 入 JH — — ' — 一‘ 0. 398 0. 250 0. 200

寺 社 修  

雑

理 2,843
----- 0. 486

0.250

1.304 — — —

注( 2 3 >雑 記 172 • 3 頁 宽 文 7 年6 月25 H 塞出請状。諸状全文は66頁に引JI1してある，

 62 (1116) 一~~

表 9 寬文10年祌海村家役制懸坫数表

近世前期における苗姓夫役と家中啓請役 

寅率も変動していることは何故であろうか。 •

万割符米と家役の瑣に集計されている_ 役はしばしばのベてきたように不特定负担であるから変 

動するのが当然であろう。

引分は下用米であり，ff(的にはそう多いもので:はない。

負担額と弓I分を相殺した残がさいごの負担額計である。率にして， 3 8 % から50% の間を上下し 

ている。ただしつぎにのべる如く方治2 年以降は夫役米負抱を計上していないので，率はこの数値 

より5 % 位高くなるだろう。 .

つぎに明磨2 年め事例で3 3項目を数えた高懸り. 家懸りとなる•諸役 • 村入用の明細を整理しで， 

表 8 に示してみた。真中に線を引いて区別したのは上段が諸役负担，下段が村入川负柯に屈するか 

というだいたいの苗安のためである。 * ゾ

7 分 5 M 夫役米は明曆2 年だけに記載されており，以後記載を欠いている。他の諸顼FIは変動の 

多いものと，.さほどでない’ものと，ほぼ額が-一矩しているものとに大別M!来るが，「印中帳紙J の項 

が年々増加の傾向を示しているのは村の行政的機能が文書主義的に整備されていることの現われで 

あろうか。ともあれ，諸役 • 村入用は年々変化し，不特定かつ流動的であることが叨らかセある。

さてこうした諸役‘ 村入用が個別の百姓に割当てられるのは，高懸り•家懸りの原則によってで 

ある。高懸りは持高の大小によってきまる:が，

家懸6 はどめ様な基-準が用V、られたのであろ 

うか。割符帳には「家役之大小ニ応ジJ とあ 

った。「家役」とはどのような内容をもって 

いるのだろうか。 寛文 1 1年の割符帳には家 

役の割懸けに用いられる菡準が記してある„

これを表9 に示してみた。
i .. . :

4 5 軒の苗姓は一番役から六番役まで,'その 

負担係数によって区:別され， 負担係数としての歩数の合社は238分 8 M•となる。「拾歩にて木役卷 

人j であるから/ 祌海村の「本役人数」は 2 . 4 人もしくは2 人半と衷现してよいだろう。これを一 

番役から六番役にまで按分配当する場合，それぞれの歩数が4 M(の倍数として梢成されていること 

に気がつかれると思う。問題は一番役から六番役までのどれに個別の哲姓を指矩するのかの迤準で 

あろぅ。

このことを考えるため，持高の天小と，家役の番数との開係を表1 0に示してみた。 ただし明暦 
• ' . 『 . . .  ： ,

2 年度のみは负担荇高しか記载されておらず, しかも尚懸り. 家懸りの負担合計であるため，負担

芯高から持卨を逆算することが、困難である。そのため，明勝2 年度のみは負挝石高の規模によって

区;分した。

~—• 63(1117) —

- 軒舀り步数 戸 数 小 計

分顾 分厘
一 游 . 役 9. 6 - 9 86. 4

' ， ニ 祈 役 8.0 7 56. 0

三 . 赉 役 5. 6 7 39.2

四 祈 役 3. 6 7 25. 2

五 祈 役 2. 4 10 24.0

六 桥 役 1 .6 5 8. 0

合 11- 45 238,8
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近世前期における宵姓央役と象屮普-請役
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, 近世前期における百姓央役と家屮鞞請役

明磨2年度を除いて，他の年度をみると，無役と無高以外は持高規模と赉役区分の間にかなりの 

相関関係を見出しうる。明暦2年度は無高のものでも家懸り负担があるため，階曆別区分では1石 

未滿の箇所に含められている。しかし持高規模別でみれば，他の年度と同じ様に,無高と無役以外の 

百姓の場合,持高規模と番役区:分にかなり9 相関関係を認めるこ :̂ができるだろう。しかし，そ の 関 v 

係が固定的なものでないことは規模別区分の戸数や番役所属の戸数がそれぞれ年 変々化しているこ 

とからみて明らかであろう。そのことはまた，前節に引用した「御国役人ど云もの……」に 「持 

高 •家之大小•家内人数•男女之訳•年齢•牛馬之有無共悉取立」とある点からも裏付けられる。 '

無高で無役という例は万治2 年 • 寛文元年には荏在しないが，寛文2 年以降は8 ないし7 戸現わ . 

れてくる。また無役のものは各階層に存在しているが，規模の大きいものは, 虔屋 • 年寄（組®)

など.の村役人が特権的に役を免除されているのであり，持高規模©零細なものはその家族構成にな 

. んらかの欠陥，づまり独身者どか，奉公fc出てい苓とか,.老人g午りが,逆に年少者許りといった状 

態が考えらk るン ’
-.......ン ' . . ' : . . .  ... : .::.ノ. ... .....：： . ハ.： ,

無高でかなり番役順位の高い者がいるのは，斤冶2年 •宽文元年であ.り，寛文2年以降は下位に 

集まっている。これは特定め費目についてのみ負担する場合，土位にランクされるが，負担総額か 

らいえば，殆んどいうに足りな、、場合が万治2年 .寛文元年にみられたのであり，次第にそうした 

事を逾理したようである。 • ' :

以上をもって，神海村を具体的事例とする年貢• 諸役• 村人用負解の_ 態追求をいちおj 終える 

こととしたい。ここでも第2 節にのべたと同じく，役家なるもめが個別に固定化されておらず，流 

動的なもめであることが指摘できようン

. . : . . . . . . '  バ . . ：へ：. . . . ：：. 人 .._ パ .： .，. .ど .. ' . . . . ご ; ： へ ....：. ' .へ..。イ.:,:〉 .

4 百 姓 夫 役
/ . . , . . . . ン ■ ■ '.'； '■■■■■'. . ■

' - パ -'..： ._ ■. ； ; . : ： ノ :レ}:

正保3 年に代米納イ匕ざれた11猶め夫浚を，米額に板算i f るときQ仕方はっぎのとおりであっ當。

一 .米武千五百石は卿国役人足.之代 ' •

米武千石は夏成代米高百右二付武石宛出候分 

一 米 弍 午 石 は .高百右二付夫▲窀両宛出申候代米 

一 米 五 百 石 は 御 鹰 餌 犬 之 代 米

一米百武拾四石は御厩并御家中爲糠鑛之代米’ ’

一米百或拾六石は入萆之代米 •

一 米 武 百 石 は 遗 鹩 同 - 之 代 米  .

一 米 五 拾 石 は 松 明 之 代 米  

合七千五苗石 七分五虛米

大垣藩の石高1 0万石に対し， 7 千 5 百石は7 分 5 座に当る。づまり高亩右について7 石 5 斗 ず • 

注( 2 4 )雑記第27夫役米之市1 7 0  M o  .

— 6 5⑴ 助 ー -  -
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近世前期における百姓夫役と家中普請役

つに当る。 これを年 3 回に分けて納めたようである。

ヒ分五厘之夫役米可納觉 '

一 七 厘 五 毛 卷 夫 役 五 月 中 納  

一 七 厘 五 毛 蒽 夫 役 七 月 中 納  

一 六 分 秋 夫 役 九 月 中 納  

右之通，三度に可納》并勘定其年之霜月中ニ可 仕 琪 、

宽文年問に至り , この 1 分 5 M 夫役米制度を再検討したいという百姓側の意向に対し，雜側は在

々村方へ出張じて， 7分 5厘夫役米制度をとろうと，以前の国役普請その他について現夫制度に戻 
‘ _ _ (26)

ろうと，何れでも百姓側の意向に副った処置がとりうると説明した。結果はつぎのような請状が百
(27)

姓側から出された。

仕上御請状之事 ‘ • ゾ ， ' ■

"一先御代々ょり差上申候夏小物成色々，并高百石ュ付夫金窀両， 又は御馬之入草糠翦縄諸役，圾川 

除方々典品々相勤申二付, 小百姓等に至迄迷惑仕候間，御百姓之手前ょり代米を被召上，夫々に 

被仰付被下候棣にと折々申上るの段，常閑様御代々被聞召届，其品々并米之直段御積り被成，御百 

姓之盒様に被遊，代米高と付七分五座通に御究被成, 入糠藁鎺等は同代米レ被下,御亩姓方ょり 

可被召上候，堤川除は御城様御役人にて对被仰付候，若大分之破損所出来仕,御役人許にて成木 

巾候はん其所の御百姓^J仕候, ； 典時の直段に日用金可梂下候，但井水并村送りの人足は御亩姓 .

可仕候， 勿論御公儀御普請•御上洛•御陣等何にても御公儀御役之iTは不及申御亩姓ょり可仕 

候，其外御段木流し•御鹿狩杯に罷出候時は，御抉持方可被下候，右之通細萣可被成候由， 被饰 

出候に付，與通允被仰付候は忝句■奉存旨，御百姓不襄本土候# ， 被# 付難宥奉み一々御請仕;或
(正保 3 年） . . 、..；• • . . • • ' • . • . い

拾:!年以前酉年ょり此通に相勤忝奉存候処, 近年御百姓此儀迷惑に存候由，達御聞候ニ付，当番 .

御奉行衆被仰付村々にて御百姓不残被召出，只4 迄御定被成候七分茧厘迷惑tこ存候は， 先代之通 

. 可被仰付候間，望之者i 付差上候様にと碑仰渡候, 尤御意之旨忝奉存候得無，务御代之通にで迷 

惑に奉存候間，弥以今迄之通に被仰付被下候は, 忝奉存候旨書付差上候処，其通に被仰付難有 

奉存候御事

一堤川除御鞋請は如今迄，.御城様ょり被仰付可被下候， 御役人にて成不申候ハ.、*,'其時之ス:札にて：

ト丨用に被仰付可被下候，井水普請药外村送りの儀は, 何分にも可仕候，并御鹿狩又ハ御段木流しの 

時分は,唯今迄之就 御抉持方故卞龠候へ恭奉存何分にも相勤可申候御亊ソV  ノ .
一 当 奍 七 分 2：厘之儀御尋f c ,御奉行衆御出し被遊候節，在々諸奉行非儀成杏も御座候成と御尋被成 

候得共，其時分も如中上, 常，々 御法度堅被仰付候敌彳本故上卞，少V弗遣がましき儀M 御:座候， ’ 

并御仕置に付逨惑仕候儀御座候ハ、， _ 上候様にと被抑出候得共，聊可中上義無御座候，弥以細 

法度堅相守，耕作等精を出し可中倏，為後日御請状仍而如件 

寛文七丁未年六月廿五日 .

( 何村庄屋

/  . .  組頭

如,女尸マ 小百姓不残判形
御奉行所

注(25) 「定_ 』第4 在郷山中之部灯条<

( 2 6 )雑 記 172

( 2 7 )雑 記 1 7 2 . 3 1

m(U20)

_ j p ：前期における亩姓夫役と家咖雜諮沿

" の識案文は3段に分かれている。，前段は正保3年から7分弓厘夫役米制度が行なわれるよう 

々こなった経綺をのべ，近印7分5厘米に対する苗姓の不満のあることを知り，雛存続の可西を問 

うたが，職侧から現在'， 度の方が現夫制度よりよしとずる意向が明らかヒなり，7分5佩夫役 

米制度をあらた冷て請けることとなマた旨がのべられている。 ；

中段には現夫を負担せねばならない場合を指定してい名。との膽夫役について は ， 第 2節に見

たが，ぐり返して舞ば，1 ) 「川臨普請」は領主伽の努力によって行なわれること，ただし人手不

組の際は百姓を「日用」•つまとすることがありうる。2 ) r井水偏其外村送り」は村の_

とする。3 ) 「御鹿狩」，4 ) 「御段、木流し」（根尾■ら流す家中用薪材のこと）の 2 点 は 「扶持」米が下 

されること，の4 点をあげ^:いる。 v •

後段ば都奉行やその他,:出鄉する役人たちにr非儀」があれ_え出でよというこ と であ。たが, 

「非道がましきj 役人もいないし, また百姓が迷惑だと思う「御仕置」つまり法もない。今後.「弥 

以御法度堅相守, 耕作等精を出し可申候」と結んでいるのである。

7 分5厘夫役米制度は言姓伽からすれば現実を提供しないで，餅作に尊念できるというこムであ 

った。：その反面は中段にもるように，「■ 除御普請は如今迄，' 御城様ょり被仰付可被下候』とい 

ゲしとでもる。とのごとの内容をわれわれはもう少し検討する必要があるだろう。そのため，叨暦’ 

2 な _ 原型か成年レたと推定できる延宝2 年制定の「定帳」がらし夫役に関係する条頊を拾っ

〔定帳第四在郷山中之部カラ〕

4 - 7 一 在々仕出手形之内，村送り人馬書入，郡奉行致判形月翻を取，人馬奉行へ纖 

江ハ人馬奉行共連判にて手形可迪之歌

4 — 一 在々年貢米，如先鱗里着者遣捨也 • 但五里ょン上ハ人馬奉行手形を斯々 び 出 シ 別

大 帳 ニ 可 記 匱 之 事 - へ ' ’

4 , - 1 6 一. 先年米_宛下置候千石夫之郷中間百人,大帳ニ村付等名付 紐 御公戗御普請 • 命

S 气上洛之時，無相遠寵出姨様ニ郡奉行常 l々ij中付候，何用之儀有之候得共召細敷 

候，実々遣はて不叶義有之ハ，其旨令言上，召仕可申事；

4 ~ 2 1 一段木川下候時，州M 百姓，.時ニょり厲可_ 事；

4 一27 (七分五戚之夫役米可納覚前頁引用二付猫略）

4 ~ 2 9 一 在々村送之人馬，大形之儀ハ遣シ中間舗候，けにけに麵ハて不叶候ハ 、， 能吟味什 

, 郡奉行手形或別紙ニ迨シ可申候事， •

4 一3 6 一 在々 •仕出手形’ 改奉行毎年:i み中付，人馬奉行元_ と, 村々 庄屋所ニ在之乎形ト引合勘 
定今究，改判裏判を取,:典年之慕二次米ニ可仕事 

4 一4 5 -  在々 百姓召仕鮮抉卿方米, ー_ 人ニ付五合宛，但半日進可為伐捨，右之扶持方米，其 

半七月 * 樺月両度可相波之，尤堤普請之刻ハ当座可渡之，k 而何ニ不海人，せ仕候依， 

扶持方米出ス分ハ，其時之奉行之者表判, _ ハ役疆ニ布之通，手形を以可相波,附

制 2 8 〉 Q J だ 拙f 「美濃国大麵織 ％ _
ノをみられたい4:なお較の上に付した辟は定_  4 « 則 サ -部 贿 れ ぃ う 細 # 号でぁる。
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近世前期における百姓夫役と家中普請役

仕捨之人足も其時之奉行人，高ヲ書付，郡奉荇江可指置之事 

4 - 4 6 一 根尾• 西北山ニ而召仕候人见一日一人ニ付五合宛出置之， 手形之儀， 表判ハ其時之奉 

行，衷判ハ役者帳ニ有之通り仕，人馬奉行江可逍之事 ，

4 - 4 7 一 在々用水井堀樋普請等正月ょり無油断，其所之代官等十村組之庄屋へ申付，其村之人足 

• ヲ以可巾付候，乍然耕作之時分，又者大分之人足入候普請之儀ハ，其近郷+ 村組歟，又

ヾハ窀万石与之村人足を以中付，.畔方之々足ニパ毕付間舗候，■若油断仕春中二仕廻不中/ヽ 

耕作之さ\ わりニ成候ハ、， 其村之代官十村与之庄屋之儀ハ木及中，代官郡奉行急鹿過 

怠可中付事

4 — 4 9 一 木知原魚梁ニ諸候人足一日二人宛，外山八ヶ村ょり出シ，魚梁奉行焼候薪なと伐らせ被下 

候得と，木知原百姓断中上と付而，其通ニ. 付•

4 - 5 0  先規ょり仕来候道橋破損繕人足，大名衆御通候時助人馬, 村蔵米出可中人馬,右三色先 

例のことく仕捨，扶持方米出グ不中候，表判 •裏判等触状之儀は役者蜋ニ、在之逋ニ可仕' 

. へ . 一 事  • . '  . '

4 - 6 6 一 在々庄屋共ょり小百姓へおりがけ物, 其代官;^を久，判形豉置候様ュ，郡奉行可申付之.

, 泰 ：. ハ. . ■■
4 - 9 1 - 科人有之而，在々引候者，村々之賄ニ中付，人馬等可致，村送候等,警固之者可為仕出

' ■ こ. ： . . ：候事' こ . . . . . . . . . . :

4-126 - 不寄何事, 用等有之節，十村与之庄屋ーヶ村陆集，亩姓之障を不可費，大形之儀ハ書付 

を廻シ埒明可申事 、

定帳は家中身分にあるものが守るべき法を成文化しだものであるがち，瘈民支配^:関する在郷山 

中之部においても, 支配の仕方について守るべき基準を示しているのである。上に引用した諸条項: 

の大部分はすでにあげてきた対農民諸法令もしくは百姓請書に含まれており，ここでは家中が農民 

支配を行なっていく上で心得ておかねばならない条項として，分出しているのである。

不正不_ の行なわれることのないよう，厳重に百姓便役の明細を記録させ，口頭ではなぐ，必ら 

ず 議 と な る 「手形」にょって命令を出してぃる。その基本的な関心は小百赚 • 耕細励にぁ，

つたといえよう。 .

家 中 普 請 役

ところで,前節にあげた定帳第4 在郷山中之部47 条に，在々用水井堀樋普請等.‘•…此方之人足 

ニハ申付間舗候」という文言があるンこれは寛文7 年請書にあった「堤川除御普請は如今迄，御城: 

様ょり被仰付可被下候」という文言と対応する。この文言の意味するところは何であろうか。

定帳第1 象中之部第2 条は起請文前書であるが, その4 項に 「御陴并御赉♦御普請之時分」とい 

う文言がある。つまり領主と家中の間の忠誠奉仕関係を三つの勤役形態と:して表現しているのであ: 

る。御陣とは非常に際して，家中が铒隊編成で出p することをさし，と.の場合は章役諸法度にもと 

づいて行動することになる。御番は平時における瞥衛ならびに行政に関する職務奉仕であり，警衛.
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社軍役に準じ，行政職務は定帳の規矩する所に従ったであろう。 、

御陣 • 御番とならんで，御普請が问列に扱われているところに，御普請が家中に対してもっセい 

る重要な位置を認めねばならない。この御普請のための勤役は「家丨| |役J または「普請役I とよば 

れている。• 定帳第1 0雑之部の第1 条 に 「侍帳邦役渚帳• 普請役帳，右三通館年.正月中二,月赉之 

内，而鬧取仕，認可* _上之事」という規定がある。侍帳は軍役奉仕のための台帳であり，御赉奉仕 

めためq 台帳か役者帳であり，御普請奉仕のための台帳が齊請役帳なのである。百姓の夫役台帳が 

「在々家付人改_1帳であることと較べられる。 '

さて定帳には第5 普請之部が設けられており, 4 1ヵ条からなる。キのほか第 1家中之部にもい 

ぐつか関係ずる条項が散見できる。以下，それらを検討しでみょう。

堤普請を管掌するのは普請率行•破損奉行である“ 一 丨 普 請 # 翻 之 儀 , # - 諸奉行•作 卿 行 ，諸 

事無油断可中付事)。普請奉行は每年春になると， 堤奉行とともに堤普請め自籬見をたて， 苋稍りを 

して塑年に行なうべき # 請 の 準 備 を す る （5 “ 2 館年赛中ニ舉普請目論見，普請翰屯人•堤奉行一 

人 •足軽相苗春人宛差如罷出， 年内二見積可缚_ , 春ニ至而相定g|i良ょり普讀可串衧事)。そして，出来上 

づた分に勹いて検查め上請取るのであった( 5 - 5 每年内外を堤弁新田堤出来，請取刻，普請奉行万事 

念を入, ‘改可請取之，其上とて手形可出乏事)。

堤普請ぼ家中に区割を割っ七割当てられる( 5 一 7 家中楂之者，堤割普請出来次第，一組宛成共，rfr 

々改可請取，若木相渡以前土跛損之呀，有之パ，键直さ4 可請取教)ンまた百姓も割当てがあった（5 —  

6 亩姓堤普請之儀，奉行木請取已前ニ破損於有之パ，其町場請取百姓失墜と仕，窠かせ可請取之事)。

家中べの割当てかたや/また普請に必要な土ん場について, 替請奉行は依怙晶厨のない様にし， 

場所は鬧取できめられた（5 ニ1 1 惣堤普請割之儀，普請奉行依怙晶貭/ 文ハ土取場能致吟味，可巾付之,

尤場所可為鬧取事)。そして土取辑に用いてはいけない場所もきまっていた（5一 も所々馬出し.武者

た.まりの土，急乏普請成共，少茂とらせ間敷事)。
.... .*

実際に堤普請に従事する期間は, 「家中役」を負うものが正月1 1 目からであり，足軽の場合は正

月を休 .ませ，..：2 .月湖日 .から普禮に従事さ ,せた . ’( 5  — 3 侮年齊請始,：家丰役之..もの, . .正月十一FI メ.可出之， 

足軽ハ正月中休ませ, 二月朔日彳普:請可仕事）。

そP あと，「象中普請役j のものは1 力月忆2 日の休みがあり， また2 月朔日から3 月 3 日ま.で 

は毎年赦免されている。もし急の普請のため，休.みがとれなかった場合は「過上丄として評舞され， 

代休をとることもできた( 1 —3 4 家中普請役之者，ーヶ另ニニ日:宛体せ对电候• 并ニ月湖ロイ三月竺日迄, 

锢年普請令赦免之候，：若急之普請有之而休せ尔中候ハ、，'‘.渴上ニ立, . い'つ.にても引可中候)d'過上については 

列の規定かあって, 翌年の役負担と相殺させる場合もあった ( 1  一33 象中役之者，年内ニ過上於有 

之者，盟年之普請之時，可差次之事)。また新参の知行取は召抱えられたその年の知行米をうけとった 

後，’灌年の3 月 4 日から r家中役j を負担した ( 1 —1 8 新# 之知行取, 役人出儀，所務仕翌年ゴ/ j四|：|
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近世前期における百姓去役と家中普請役

より役人可出之事)。年末になると，1 2月 1 0 日から2 4 日までは4 分授ど軽減され，2 5 日からII每日ま 

■で 無 役 と な づ た （5 — 1 6 家中役之者，每年極月十日彳廿四日迄ハ四分役， 廿苴日彳晦日迄者無役， m 急之 

普請右之柄役人出し候者，翌春過上ニ可立之，附未進春江越候時ハ，為代，有人ニ付竺人宛可出之事)。

圮蛏の場合は 1 ヶ月に 4 日の休みをとらせるが，まったぐの休みではなく, 「弓 • 鋏 炮 ^の稽击を  

させることとなづていた9 そして家中め場合と同じく急の普請などに出役じたときは過上に計算さ 

れ た （1 — 3 5 足軽一ヶ月ニ 四日宛休せ, 弓 *鉄炮樓古仕せ可申候，并正月中侮年普請令故免之，若急と#請 

有之而休せ不中候ハ、，過上ニ立，いつニても引可中事）。

普請役は右にみてきた如く，年末 • 年始以外， 1 年中行なわれることを原則としているが， 1 日 

の出役の時間も「朝ハ五ツ，昼は九ッ_ !までときめられている（5 — 9 普請之者, 毎朝貝鳴次第罷出,. 

朝ハ五ッ,：昼。九ッニ罷取貝鳴次第早々可罷出，若遅参之もの有之ハ，未進可串付事）。

普諮の仕事は蛘外で行なわれるから，天候によって左右される所が大きい。多少の雨のときは休 

.ませないきまりがあり，もし大雨•大雪が降って仕事に差支える時は,伺いの上適宜に申付けるこ 

ととなっX V’、る （5—2 2 足軽• 中間.家中役人t 年中普請中付候ニ，雨降候共，体せ申間敷候，：見斗それ 

それニ召仕可申候,.若大雨，大雪降, 実々 普請不罷成候者，其旨窺，宜可中付事)。そして代りに命じる仕 

市-の極類も一応きめられていた（5— 21)。 ; '：

足释については「塀土こね候」• 「古雪隠堀候事」• 「土居之草莉候事：j の与種の仕事をやちせて 

はいけないが，その他はかま#ないとしている（右之三色之分ハ不為仕，其外之用事等ハ何中付# ) v ' 

中間については「普請不仕時ハ此書付之通，無懈怠可申付」として，「縄なひ中事」「持籠あみ申 

3K -J「畳のこもあ〗申事」「米打候事J 「段木割候事J 「すさ拾輝事J 「すさ伐候丄の七種をあげ， さ ’ 

らに「右之外，何ニても其時ニ至て見斗可申付事J としている。

ただし, 大水の際，「家中役」のものは出役しなければならない。そして徹夜した時は翌日の役 

と振荇になった（5 —1 7 大水之時分，家中役之者，当地ニ罷在候節へ其組之請取堤i 可罷出，夜中罷有 

候乳翌日之役ニて指次之，未明より己刻迄堤ニ罷在候者，具:日一日之役ニ可相立求）̂

右は宛期の休みや, 仕事■の振替についてみたのであるが, ほかに種々’の場合に普請役が弓丨かれて 

いる。

泊り應野や鹿狩りの供をした時，知行取はクc の祿高に応じて家中役を引かれたC1—2 1 右之節
- . ..

( 1 - 1 9 泊り鹰野.興狩杯之供之面々 云々 を指す）供之者象中役之者可引髯〕„たとえば,百石から百五拾 

汩までは一人（1— 21— 1 ) ,三百石以上は二人（1 一21ニ2 ) を役之者から引くのである。月番，子 

小姓頭は例外であづた(l - 2 i - 3 ) o右は本人が供に出た場合であり， もし嫡壬が供をした時は,

西石から四亩2 ：拾石までのものが親の役から一人，五百石以上のものが親の役から二人を弓丨ぐので 

ある（1 --21—4 )。

こうした引没は帳面に書記して, 普請奉行に知らせねばならなかった（1 - 2 2  |1 七外广役之.岩, 弓i
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積，別帳ニ記之，普請奉行手前へ可相波之) ン知行取は右の様な臜狩• 鹿狩の外，方々へ使畓として川掛 

けるような事があり，これも役から引かれた（5 —1 2 知行取，方々江使ニ逍候時ハ其H数之通，役 人 引 ”  

可申候• 罷帰役之者休日. 十里ぶ廿甩迄ハー日，廿ー里より三こ卜祖迄ハ三ト丨. S 拾一iU，五洽扭迄ハ五!:1,，其 ： 

外ハ江戸立帰並たるへき事）。 ‘ , '

足軽たちも同様な引役が行なわれでいる（5 —13 方々 江供使ニ逍候足軽，休H成ハ筇川成，波り人其 

外定弓丨之者之外，不寄何ニ久敷掛り中者，改儀，役者帳ニ有之へfiJE丨齊詁割帳. 能穿繫可仕市，5 —1 4 手 

朋足軽* 中間, 方々江俅，Jf:諸奉行勘定杯. 日数改之俸，破損奉行抒裨請奉行之当赉一人吟味可仕事) a 

ほかに家作や，住居の破損• 屋敷替の際の役赦免の規定もみられる。 .

f 中役の場合，「普請役之者引候儀，普請奉行• 大工頭，作事之大小ニ随ひ，定之通，兒積，月 ‘ ， 

番手垠を择可引之事」 （1 一36) ときめら;^，足軽は「家作暇日，十 [ J , 破損繕候ハ五日,令赦免 

之，右之み，普請奉行当番• 破損奉行立合，吟味之上可申付事」 （5 — 15) ときめられている。 . , 

定められた役に'ついて, 過上や引役をみてきたが, ほかに「未進」がある。 「未進」があった場 

合，過怠処分とし：t ) 家中役1 人につき3 入分の割で余計に勤揸せねばならないのである（5 —16 

附り書. 未進春江琴候時ハ，為代，磨A ニ付三A宛可ffi之事) 。それは中間にも適州されている. ( 5 - 2 6  .

中間, 普請* 進,之ハ,家中役A並ニ可巾付事)。

病気で役を勤められない時はどうなるのか。中間と足軽についての規矩がある。 「中間煩候者五 

日迄ハ日用出させ可申候，H 中P♦ 改 ♦横目：相加, 遂穿鑿，本病-究候者三十日迄ハ煩ニ立可中 

候，若長病ニ候者，：人代を立可_ 事」（5 —20 ) ときめられ，「足軽煩候者，五ト丨迄ハH用出させ，其 

以後横目字者漳し遂吟味, 本病相究候者, 首日迄ハ煊ニ立可屮候, 百日過者，其 頭 江 普 請 奉 行 可 相 • 

.勝や之自用若令學渋者，為過代一日香人ニ# 米五升宛切米ニてリ丨可申?jVj ( 5 —35) となっている《 ’

百日以上の長濟の考に，いセ「可相断」しとあるのは暇を出すことである（1 —4 0 附 り 書 附 惣 足 ， 

- 之者長病ハ吉日迄分赦免之, 百弓以後ハ‘暇取せ可申事)。

M気欠勤の規定は家中O 辦合にぼ見られない。身分格式•給与体系の違いからであろう。 ま た 家 , 

中つまり知行取が家中普請役を負桿する場合，普請棒で直接に肉体労働を提供していたからでは'な 

いたやでもあるう。実際に堤f 請に労働力を提供したのは知行取の奉公人であったと思われる。そ 

.れは普に遗事する奉公人を屈う際の規矩かあること'々 、ら知られる(1  — 5 知行取中，奉公人無之.:.

ニ付，普請役之者，若召抱儀有之共厂訴訟仕間敷候， 但子細有之洛惣与頭逐穿鑿可中上候， 其時ニ至而可右下
, • _ ..... : ; . - : : . . ■ -. . ■ I

知事) 。 こめ場合，知行取の奉公人であるから，奉公人に対する管理つまり病気の取扱いとか，勁 

役中の食® 等は知行取の責任で行なわねばならなかったのである。ただし | 花々ニて家巾役之忠木 ' . 

貨之儀, 有人ニ付万国中,，山中共ニ武文:宛由し可■难候？Ji:j ( 5 - 3 3 ) という規定があって，食_調理 

の際の諕代は藩が負担している。 . . !

足軽たちが普請に坩役し'た時の，食祺等の待遇の規定は, かなり詳細にきめられそいる。 丨

注(29) 過怠処分等の罰則规定については俞掲拙稿「定帳成立考j の72 • 3苡をみられたい。
.■ . . . . . ノ ン に !
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S5、̂

L

_

 

I

：M|

丨1 !
j%:

4:

a

■

v
r 

d
j
^
x 

r
^
^
.
- 

J
4 

^
a
v
^
t
p
f
j
 ̂
Y
^
^
p
y
l 

^
f
i
h
^
/
J
f

f
 

 ̂

^
 

?
V
5 f
t 

V 

1
.
1
^

<**vf!M 

-J
J 

>
<，*y

^

t
f
^
-
v
i
x 

• 

J
$
?
^
J
>
t
»
. 

«.，

^
y
t 

^
f
.
/
l 
A.
 

4
h
i
l
J
7
 ̂

&
l
? 

e
r
^
x
¥
、

— 
^ 

>

=b
-
l
u7:
d
y
v-t
-
'
,
v
*
v
l
1
-
f 

n
-
J
4
- 

r
r

Jt
1
5s-
r
r
- 

■
*
.

::
>
r
'
n
-l
,
*
*
T
n
m
T
n
#
a
"
?
^
slll
,
^
v
r
n
M
?
v
i
v
"
*

=r
-,
'w
*
v
1
t
-
A
A
V
1
*
~
^
^
^
~
n
.
-

-lCEhn>̂

i 

圖

1

tA，へili.*,i >i 
!り？

近世前期における百姓夫役と家中普請役 

圮軽在々 普請ニ逍候時，普請場木垣より一ffi之内ハ日帰ニ可申付_  ( 5 —28)

记軽在々 ニて普請仕候時ハ，六拾人ニ付而，塩窀升• 味噌窀升宛，台所より可逍胶，但城廻普請ニハ  

姐間敷Uf ( 5 —29)

在々とて足軽普請之時，昼飯迪候，城廻普請之時ハ不逍候事，( 5 — 30) •

圮軽在々普請之時ハ拾五人ニ付，食焼人足窀人宛造候琪（5 —31)

圮軽东々二ての木貨，右同前（前引5 —3 3 家中役木質有人ニ付ニ文を指す一引用渚) , 但台所より，

出し候, （5 —34) ,

上のように足軽たちに対する食摩給与が行なわれるのは，領主からみて知行取抱の奉公人は直接 

の臣下ではなく，足軽は直接の忠誠奉仕関係にあるからである。

ともあれ，家中一統に課せられる普請役は以上の如くであった。こうした「家中普請役」は毎年 

の r^ 請役帳J によって確認きれており, 年間の出役状況は過上• 朱進などを含めて，毎年正月に

沽勘定を藩主に提出し，監査をうくべき52 _ の勘定帳簿のうちの4 種に統括されてい(堂。それは
• • .

定帳第八勘定之部にある「毎年正月役者仕上H1録覚j のうち，「堤替諳人足」( 8 —31—21) , 「堤普 

... iTi.J1悠J ..(8 —31-—22)f 「家中役人出シ」 （8 —31 一39)，「足軽替請未進j ( 8 —31—4 7 )でもる。

以上に各てきだように，家中は原則として普請役を負担しなければならなかったが, 「急之普r f」 

以外は免除されるものがいた。「一H 之者」「家_ 赦免役」「持筒組/ 「持弓組」「手廻之中間」「定派 

之足軽中_ 」の 6 毺 は 「急之普請有之時ハ，雇可召仕事」( 5 —3 8 )とされている。

「一門之奢j は藩主め血縁者であり，「家中赦免役j めものは役啤の_ 癀によって負担を赦され/こ_

のであろう。：

「持筒組J 「持弓組」. 「手廻之中間」.■の三つは，その飛道具という武装形態から軍隊組織としてめ 

機能を平時においても果し得たとみてよいだろう。家中全体が非常の際に,部隊編成としての機能 

を発揷するのに対し，V、わば藩主直属の常備兵的役割を担っているのが，持筒組• 持弓組でありン. 

その刚屈どしての手廻之中間なのである。 この常備兵的存在は一つには被支配身分^:対する威力の 

具休的形態であるとともに, いま一つには藩主と家中の間の支配服従闕係においても，威力どt て 

の機能を果していると考えられる。従って/ 彼らは普請役を赦免されだめである。 . .

「淀渡之足軽中間」は，前五着に対し,’ 「此外」と限卑的に形容きれてお■り，■ その任務が普請のた 

めの见軽• 中間と異なっていたのであろう。 > 

齊济のための足軽は月4 日の休みに鉄炮の稽古に励み，非常の際の軍隊として機能するよう， 訓 

練はうけるものの，日常的な本務は普請のための労働力としておかれていたのである。

それではこのよう. な機能を果さなければならない「家中」はどれほどの人数をもって，年間ど缸 

だけの家中役を負担したのであろうか。この点は，管見の限りに「普請役帳j が見当らないため， 

残念ながら，小稿では明らかにすることができない。そこで，大垣藩初期4 代における「侍帳」を

注(如） 前掲拙稿广大垣雜の财移機街」をみられたい
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理し，階層別の量的描成を示して，いちおうの因安を考えることとしよ(3ダ,

. 表l i 大桓雜家中梢，成

陪屑別
領主: ..氏'' M  

(寬永12〜慶安4 )
戌 ' . .信 ：：. 

(慶安4 〜宽文11) (寛文11〜延宝8 ) (延宝8 〜貞享元)
氏 _ _ .足 ._ 

(贞享元〜卒保8 )

組 タト 6 , 21 20 23 28

知 行 取 225 281 339 254 230

切 米 取 335 253 318 239 212

小 計 ' 566 555 677 516 4 7 0 へ

扶 持 米 取 675 1,042 — ■一 .

合 針 1,241 1,597 ：— r — .

.中 間 500 500 — — ■ 一 •

郷 夫 . 500 5.00 — •— ；. ,

苜 分 比
• + • . . .  1 ； 

• ' * -■ '- . . . . .  ‘

M 外 ノ 0. 5 1. 3 • V .

知 行 取 18.1 17.6

切 米 取 } 27.0 , 1 5 , 8  パ . , . . . . . . . . ::

小 計 45. 6 34.7 35.0 35. 0 35.0

扶 持 米 取 54. 4 「 65.3 1 ,257(65, 0) 958(65. 0 ) 873(65.0)

. 合
計 100% 100 % 1,934 1, 474 1,343 ‘

表 l i は大垣藩初期4 代における侍帳を整理して得た組外，知行取 . 切米取.扶持来取のそれぞ 

れP 人数である。氏西，氏定の時期の扶持米取の人数は明らかでない。また，氏西時代を前後に分 

けたのは延宝8 年に財政逼迫のため，家中の人員整理• 削減を行なっているととによ( f 。

組外とは一門や家老. 組頭等で，その祿高はだv、たい三百石からニ千苻位までである。

知行取は知行組に編成されており，祿高は五十石以上主百石未満のものであるd 

切米取は大小姓組，子小姓組• 詰組 • 歩行組などに編成されており，二十俸取から四十依取まで 

'である1 . - "

上の3 種が士分であるが，狭義の家中(御13見得以上）は知行取までであろう。

扶持米取は番組• 持筒組• 持弓組• 御先鉄炮組• 御先弓組などに編成され，2 0俵以下め扶持米を 

貰う足軽である。 . '

ここまでが広義の家中身分であり，その人数は必ずしも一定していない。パ ’’ .

他に傭人として給料を貰う中間があり，また郷夫がいることになる。それぞれ五百人ずつがきま 

っている。郷夫は高如0 石当り1 人の割合である。 v •

注( 3 1 ) r大埴市史上」に引用されている侍帳から作成した。 

( 3 2 )大垣市史上415〜？頁。

7 3 (lim



• 近世前期における百姓夫役と家中普請役

さて，階層別の動きがみると, 組外は增加の一途を迪り，知行収は延宝期まで増加し,以後は減 

少する。切米取ば氏信の時代に一たん減るが氏西前期に増え, 以後減少している。士分の小計は氏 

西前期を頂点とじて以後減少する。氏西の延空8 年削減策が成功したといえよう。 ’

足蛏である扶持米取の入数は氏_ • 氏信期しかわからないが, 急速な増加を示している。これは 

夫役代米納制P 実施, 家中普請役の強化'と関係しているとみてよいだろう。氏西.氏矩期の家中構 

成についでは，氏信期の士分乳7 % を菡準とし，仮に士分を35. 0 % とし，拔持米取の人数を推定 

すると，寧 1 1 の下段にあげた様な数値を得る。氏銕期の扶持米取人数を1 0 0として，以後の動き 

を指数で示せば, 氏信拗1 5 4 ,氏西前期1 8 6 ,氏西後期1 4 2 ,氏筮期1 2 9どなる。

要するに慶安から延宝年間?こかけX ，大垣藩の家中人数ば急速に増加した力'〖，，主として扶持采取 

部分の増加によっているといえよう：そして/ その理由は堤川除普請r おける百姓夫役の現夫免除， 

家中禮請浚に必要な家中人員め確保といった# と無関係ではあり得ないのである。ところがその事 

が藩則政における給与部分の増大につながり，財政状態を圧迫+ るようk ■な.ると，領国経済の再生 

産描造に対する藩権力の介入も後退せざるを得ないといった結果をもたらすことになったのである。

おそらくは寛永期に氏銕が大垣にa 城して以来，営々と，領国to済め基盤拡充• 安定化につとめ、 

てきた政策志向が, 一方では小農:苠経営の自立化をすすめ，他方では家中労働i n こよる堤川除普請 

の故接赞理ベと展開したとみてよいだろう。近世領主における家臣03の役害丨〗が単なる軍事的機能や， 

あるいは一歩進んで，その行政支配的構造における官僚的_ 能にあるとみるだけではなく，領国経 

済における再生産過程の童要な部分に対して, 直接的な労働力集団としての機能を果すこh にあら
. . . . .  . * I . . '  ■

たことを認めねばなるまい。家臣団についての研究が知行取の軍役. 番役を対象とする限り，小稿 

に明らかにした如き認識を得るめは困難であろうp

切米取や，扶持米取といった下士、軽輩の家中機構における役割を集団的戦闘力としてだけみる 

のではなく，集団的生産労働力として把握することが必要なめではあるまいか。た七,延宝期以降 

に, 右のような機能がかなり低卞したであろうことは,家中構成の動向からみて考慮しなければな 

らない。その代りとして，日用傭の形態がしだいに多くなっX いったであろうことを，農村め労働 

力存在形態とのかかわりで苒考する’必要があるだろう。ともあれ集団的生産労働力としての機能が 

ift接的な農- 耕作労働に投下されるのではなく，苒生產構造の維持という間接的な対象にむけられ 

ており，領国経済全体における家中と百姓の経済的機能の分化として現われているととを評価しな 

ければならないだろう。 . ‘

西姓夫役が代米納化され，百姓が農業経営に専念し得るような方向で,大埴藩芦田民の農政志向 

が夾现しでいぐ時，家中は国中の堤川除普請’のたやの労働力提供者という性格を明確g していった* 

近世領主•がその領国経営に, 法にもとづいた行政的支配をもって当る時,領国経済を支える農業の

~~~ 14(1128) —  •
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直接的管理は個々の農業経営の自立的な運営にゆだねた（ただし，個々 の農業择営が孤立的冇在となる 

のではなく，村共同体という農民の相互速带組織を通して，その自立的連営を保障させている）。そしてみず 

からは領国経済の安定化のための行政的管理者という機皡を負い，領国経済の苒坐産過杩を水利条 

件の維持• 整備という局面から支える機锻とならしざるを得なかづたのである。もちろん，家4_丨とい... 

う労働力の再生産費用は年貴に, そして直接経費のいく分かは7 分 5 厘夹役米にという形態で， n  

姓負担に依存するという財政播造をとっているが，このようにみてくると， 7 分 5 厘夫役米はいわ 

ゆる封建地代におけ•る労働力形態の現物的（貨幣的）転化とは云い難いとV、わねばならなI 、。むし 

ろ，藩国家における粗税的負担としてみなければ，機能的にも，性格的にも理解セ、きないであろう， 

また逆に近世百姓の夫役の問題も，こうした観点から追求ずるのでなければ，そめ本質を規定する 

ことが困融となるのではなかろうか。

:_.へ . . . . • . . , ..... ... ..: :

ぁ と が き

小稿は， 1 . 昭和32年社会経済史学会大舍報告r寛文期における年貢諸役衬大用の負担休系」 2.

' 阳和34年社舍择済史学会大会f 告 「美濃国火垣藩における.藩法典: 『定帳j の 成 立 と そ の 性 格 . 3 ‘

. 昭和35年地方史研究協議会大会報告「美濃国大垣藩農政史考」 の三つを文章化した‘のである。もっ 

ともその一部は，「美濃国大垣藩藩法典f■定帳j 成立考」 および「美邊国大垣藩の財務機席」 と し て 既 • 

に発表しているが,て 本来の目的は近世大名め領国経営と農村構造のかかわりを夫役の観点から整现した 

論考に仕上げることにあっブこ。 ロ頭報告はすませたものみ, 同じ頃，莠村選兰氏の福岡藩を?:jf例とする 

夫役の2 論文が発表され，ブ読して，夫役の観点からする大，垣藩研究を文章化する気力を失い. m a を  

机の中に納めてしまゥたのである。 ' -

昭和43年 li月，宇尾野久教授の訃報に接し，愕然として先生の遺擦に香華を献じた。宇昆野先生に 

' は高千穗経専で，農政史の講義や，ハイエクの原書講読をうけ，らい;で慶應義塾大学では，故野村兼太 

郞教授の研究会に参加できる機会を与えて頂き，卒業後も公私ともに，瘟い御招導をうけるこi ができ 

- ' ..た。 ■.... .....

このぢぴ, 追悼号に執筆する機舍を与えられ，大垣齊の夫役研辨という年来の宿羁を來すこととなっ 

た。かえりみると，昭和35年 6 月， 野村兼太郎教授がにわかに逝かれた時, たまたま大挝潘に関する. 

別稿 2篇を発表した際す'あり，あとがきに袁悼の意を表することができだ。いままた，宇尾野先坐の追 

悼号に大垣藩研究め一端を発表出来るのは，なにが因に見えない所で，両先生が怠惰な小生の研究進行， 

を叱咜岑れ.ておられるような気さえする。

C こに謹んで，宇尾野久鈐授© 御霊前ら小稿を捧げて，深く袁悼のし名しとし，学恩にいささかなり 

とも報じたいと願うものである。 ' '

， ‘ （昭和44年 9 月 - tl槁了）

- 7^(1129)


